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競り人の威勢の良い掛け声が市場に響く／地方卸売市場で初競り式
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５
年
ぶ
り
29
回
目
の
花
園
出
場

　

昨
年
12
月
27
日
か
ら
東
大
阪
市
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第

98
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
、
大
津
緑
洋
高

等
学
校
が
山
口
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。

　

同
日
、
新
潟
県
代
表
・
新
潟
県
立

新
潟
工
業
高
等
学
校
と
の
初
戦
。
７

対
38
で
敗
れ
、
惜
し
く
も
初
戦
突
破

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
低
く

刺
さ
る
タ
ッ
ク
ル
や
バ
ッ
ク
ス
の
展

開
力
な
ど
全
国
大
会
で
通
用
す
る
部

分
も
あ
り
、
古
豪
復
活
へ
の
手
応
え

を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。　

開
会
式
で
力
強
く
選
手
宣
誓

　

試
合
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
開

会
式
に
は
、
47
都
道
府
県
か
ら
勝
ち

上
が
っ
て
き
た
51
チ
ー
ム
が
出
場
。

応
援
に
駆
け
つ
け
た
市
民
や
市
出
身

者
ら
が
ス
タ
ン
ド
か
ら
見
守
る
中
、

大
津
緑
洋
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
が
堂
々

と
胸
を
張
っ
た
入
場
行
進
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
手
宣
誓
は
同
校
の
末
次

遥
人
主
将
が
務
め
、「
新
た
な
聖
地
、

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
に
お
い
て
、
世
界

中
の
方
々
に
感
動
を
届
け
ま
す
」
と

力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

大津緑洋高等学校ラグビー部  
全国への挑戦
〜ラグビーを通じたまちづくり〜

第98回全国高等学校ラグビーフットボール大会

白
熱
し
た
試
合
展
開

　

初
戦
の
相
手
、
新
潟
工
業
高
校
は

大
型
フ
ォ
ワ
ー
ド
を
擁
し
、
15
年
連

続
43
回
目
の
出
場
と
い
う
常
連
校
。

体
格
で
劣
る
大
津
緑
洋
は
、
低
く
刺

さ
る
タ
ッ
ク
ル
で
対
応
し
、
試
合
序

盤
は
互
角
の
勝
負
を
繰
り
広
げ
ま

す
。
し
か
し
、
総
合
力
で
上
回
る
新

潟
工
業
に
じ
わ
じ
わ
押
さ
れ
出
し
、

連
続
ト
ラ
イ
を
許
し
て
前
半
を
0
対

19
で
折
り
返
し
ま
す
。
後
半
に
フ
ォ

ワ
ー
ド
梶
田
侑
志
選
手
の
ト
ラ
イ
で

一
矢
報
い
る
も
、
善
戦
及
ば
ず
7
対

38
で
ノ
ー
サ
イ
ド
を
迎
え
ま
し
た
。

　

試
合
終
了
後
、
ス
タ
ン
ド
前
へ
あ

い
さ
つ
に
訪
れ
た
選
手
た
ち
に
、
温

か
い
労
い
の
言
葉
と
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

古
豪
復
活
に
向
け
て

　

試
合
を
終
え
、
中
野
泰
幸
監
督
は

「
相
手
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
よ
く
、

早
く
大
き
な
展
開
を
さ
せ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
。
選
手
に
は
よ
く
頑
張
っ

た
と
声
を
か
け
ま
す
。
全
国
と
の
差

を
埋
め
て
い
け
る
よ
う
一
層
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

古
豪
復
活
に
向
け
、
全
国
大
会
の

経
験
を
活
か
し
た
、
新
チ
ー
ム
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

選
手
宣
誓
全
文

　

宣
誓
、
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
し
、
ラ
グ

ビ
ー
に
お
い
て
育
て
ら
れ
た
私
た
ち

は
、
こ
の
新
た
な
聖
地
、
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
に
お
い
て
、
世
界
中
の
方
々

に
感
動
を
届
け
ま
す
。

　

品
位
、
情
熱
、
結
束
、
規
律
、
尊

重
、
ラ
グ
ビ
ー
憲
章
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
５
つ
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
こ

の
地
で
培
わ
れ
た
数
多
く
の
ド
ラ
マ

と
栄
光
を
継
承
し
な
が
ら
、
愛
と
勇

気
を
持
っ
て
プ
レ
ー
し
ま
す
。

　

苦
し
い
と
き
、
励
ま
し
合
っ
た
仲

間
た
ち
、
地
方
予
選
で
と
も
に
戦
っ

て
く
れ
た
他
校
の
選
手
た
ち
、
力
強

く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域

の
方
々
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
方
へ
の
感
謝
を
胸
に
一
丸
と

な
っ
て
ト
ラ
イ
を
目
指
し
、
全
国
の

ラ
ガ
ー
マ
ン
と
友
情
の
ス
ク
ラ
ム
を

組
む
こ
と
で
、
最
高
の
舞
台
で
ラ
グ

ビ
ー
が
で
き
る
喜
び
を
世
界
中
に
配

信
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
12
月
27
日
、選
手
代
表
、

山
口
県
立
大
津
緑
洋
高
等
学
校
ラ
グ

ビ
ー
部
主
将
、
末
次
遥
人

後半 13 分、ゴール前５メートルから FW 梶田選手が持ち込み、反撃のトライ

スタンドから熱い声援

トライを挙げ、歓喜の表情

円陣を組み、心を一つに

軽やかなステップを踏み、相手陣内へ切り込む

労いの握手 勇猛果敢にディフェンス

末次遥人主将

花園１勝を目標に、
新チーム始動

　

全
国
大
会
で
は
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
の

体
格
差
が
約
10
キ
ロ
も
重
い
相
手
に

対
し
て
、
決
し
て
臆
す
る
こ
と
な

く
、
伝
統
の
低
く
刺
さ
る
タ
ッ
ク
ル

を
選
手
一
人
ひ
と
り
が
よ
く
や
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
や
ス
キ

ル
の
面
で
、
ま
だ
ま
だ
全
国
の
レ
ベ

ル
と
比
べ
る
と
差
が
あ
り
、
け
が
人

も
多
い
中
、
本
来
の
実
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
た
ゲ
ー
ム
で
は
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
個
々

を
見
れ
ば
、
バ
ッ
ク
ス
の
突
破
力
や

フ
ォ
ワ
ー
ド
の
体
を
張
っ
た
タ
ッ
ク

ル
は
、
選
手
た
ち
が
こ
れ
ま
で
の
伝

統
や
魂
を
確
実
に
引
き
継
い
で
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

３
年
生
が
抜
け
た
穴
は
１
年
生
が

埋
め
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
が

高
校
ス
ポ
ー
ツ
界
で
す
。
新
チ
ー
ム

は
ま
っ
た
く
違
う
チ
ー
ム
に
な
り
、

こ
れ
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
の
基
礎
を
指
導

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
毎
年

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
チ
ー
ム

づ
く
り
の
難
し
さ
で
す
。

　

新
チ
ー
ム
が
始
動
し
、
花
園
で
一

勝
す
る
と
い
う
目
標
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
向
け
、
短
期
目
標
を

定
め
な
が
ら
一
つ
ず
つ
課
題
を
ク
リ

ア
し
、
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
部
と
し
て
活
動
す
る
に

あ
た
り
、
保
護
者
会
や
Ｏ
Ｂ
会
な
ど

日
頃
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
大

変
活
動
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
全
国
大
会
出
場
の
際

は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
大
な
支
援

や
温
か
い
声
援
を
い
た
だ
き
、
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
市
民
の
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。（
談
：
中
野
泰
幸
監
督
）

大津緑洋高等学校ラグビー部

岩本圭史コーチ 中野泰幸監督



旧
水
産
高
校

　

昭
和
26
年
度
、
ラ
グ
ビ
ー
部
が
発

足
。
昭
和
28
年
度
に
創
部
３
年
目
に

し
て
早
く
も
第
８
回
国
体
に
出
場

し
、
そ
の
後
も
９
、
10
回
大
会
と
連

続
出
場
す
る
も
の
の
、
全
国
高
等
学

校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

県
決
勝
で
は
あ
と
一
歩
で
敗
れ
、
無

念
の
涙
を
の
み
ま
し
た
。

　

創
部
６
年
目
は
戦
力
も
一
段
と
充

実
し
、
昭
和
31
年
度
の
第
11
回
国
体

に
出
場
。
そ
の
余
勢
を
か
っ
て
つ
い

に
第
36
回
全
国
大
会
に
初
出
場
を
果

た
す
と
、
そ
の
後
、
38
回
、
39
回
、

40
回
大
会
と
３
年
連
続
の
出
場
を
果

た
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
全
国
大
会
へ

の
出
場
は
途
切
れ
ま
す
が
、
昭
和
48

年
度
、
第
53
回
全
国
大
会
に
13
年
ぶ

り
５
回
目
の
出
場
を
果
た
す
と
、
続

く
54
回
、
55
回
、
57
回
大
会
と
出
場

を
果
た
し
、
水
産
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

の
第
二
の
黄
金
期
を
築
き
ま
し
た
。

　
旧
大
津
高
校

　

昭
和
39
年
度
、
ラ
グ
ビ
ー
部
が
発

足
。
創
部
３
年
目
の
昭
和
41
年
度
に

は
中
国
大
会
へ
初
出
場
。
昭
和
47
年

度
、
つ
い
に
全
国
大
会
に
県
代
表
と

し
て
初
出
場
し
、
２
回
戦
ま
で
勝
ち

進
み
ま
す
。
そ
の
後
、昭
和
55
年
度
、

第
60
回
大
会
に
２
回
目
の
全
国
大
会

出
場
を
果
た
し
ま
す
。

　

連
続
出
場
へ
の
第
一
歩
と
な
る
の

は
昭
和
57
年
度
の
第
62
回
大
会
か
ら

で
、
平
成
２
年
度
の
第
70
回
大
会
ま

で
９
年
連
続
出
場
を
果
た
し
、
大
津

高
校
の
常
勝
時
代
を
築
き
ま
す
。

　

中
で
も
昭
和
58
年
度
の
第
63
回
大

会
で
は
、
後
に
日
本
代
表
と
な
っ
た

中
島
修
二
さ
ん
や
神
戸
製
鋼
で
活
躍

し
た
藪
木
宏
之
さ
ん
ら
を
擁
し
、
１

回 年度 校名（出場回） 戦績 回 年度 校名（出場回） 戦績

第 36 回 昭和 31 年度 水産（1） ２回戦 第 67 回 昭和 62 年度 大津（8） ２回戦

第 38 回 昭和 33 年度 水産（2） ２回戦 第 68 回 昭和 63 年度 大津（9） ベスト８

第 39 回 昭和 34 年度 水産（3） ２回戦 第 69 回 平成元年度 大津（10） １回戦

第 40 回 昭和 35 年度 水産（4） ２回戦 第 70 回 平成２年度 大津（11） ２回戦

第 52 回 昭和 47 年度 大津（1） ２回戦 第 73 回 平成５年度 大津（12） １回戦

第 53 回 昭和 48 年度 水産（5） １回戦 第 74 回 平成６年度 大津（13） ３回戦

第 54 回 昭和 49 年度 水産（6） １回戦 第 75 回 平成７年度 大津（14） ３回戦

第 55 回 昭和 50 年度 水産（7） ２回戦 第 76 回 平成８年度 大津（15） １回戦

第 57 回 昭和 52 年度 水産（8） １回戦 第 77 回 平成９年度 大津（16） １回戦

第 60 回 昭和 55 年度 大津（2） １回戦 第 78 回 平成 10 年度 大津（17） １回戦

第 62 回 昭和 57 年度 大津（3） ３回戦 第 79 回 平成 11 年度 大津（18） １回戦

第 63 回 昭和 58 年度 大津（4） ベスト４ 第 81 回 平成 13 年度 大津（19） １回戦

第 64 回 昭和 59 年度 大津（5） ２回戦 第 93 回 平成 25 年度 大津緑洋（28） ２回戦

第 65 回 昭和 60 年度 大津（6） ２回戦 第 98 回 平成 30 年度 大津緑洋（29） １回戦

第 66 回 昭和 61 年度 大津（7） ２回戦 ※大津緑洋の出場回数は旧２校のものを含む

■全国高等学校ラグビーフットボール大会出場成績

高校ラグビー
全国大会への
挑戦の歴史

回
戦
で
黒
沢
尻
工
高
を
33
対
０
、２

回
戦
は
熊
谷
工
高
を
16
対
６
で
退

け
、
続
く
準
々
決
勝
で
は
大
阪
工
大

附
属
高
と
対
戦
。
前
半
は
４
対
10
と

リ
ー
ド
を
許
す
も
の
の
、
後
半
に
素

晴
ら
し
い
タ
ッ
ク
ル
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
縦
横
無
尽
に
走
る
攻
撃
で
17
対
13

と
逆
転
勝
利
を
収
め
、
ベ
ス
ト
４
入

り
。
準
決
勝
で
は
大
分
舞
鶴
高
に
６

対
13
で
敗
れ
た
も
の
の
、全
国
に「
大

津
旋
風
」
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

続
け
、
平
成
13
年
度
の
第
81
回
大
会

に
は
19
回
目
の
出
場
を
果
た
し
、
ラ

グ
ビ
ー
強
豪
校
と
し
て
の
伝
統
を
築

き
上
げ
ま
し
た
。

大
津
緑
洋
高
校

　

平
成
23
年
４
月
、
大
津
高
校
と
水

産
高
校
、日
置
農
業
高
校
が
統
合
し
、

大
津
緑
洋
高
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　

開
校
３
年
目
と
な
る
平
成
25
年

度
、
第
93
回
大
会
に
３
校
統
合
後
初

め
て
、
全
国
大
会
へ
出
場
。
12
年
ぶ

り
の
出
場
に
地
元
も
大
い
に
湧
き
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン

プ
地
招
致
へ
の
大
き
な
弾
み
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
30
年
度
、
旧

大
津
高
・
旧
水
産
高
時
代
を
含
め
29

回
目
の
出
場
を
果
た
し
た
の
で
す
。

古豪復活への
期待の声

　

チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン「
走
れ
・
タ
ッ

ク
ル
」
を
実
践
し
、
５
年
ぶ
り
29
回

目
の
花
園
出
場
、「
古
豪
復
帰
」
を

果
た
し
た
こ
と
は
Ｏ
Ｂ
一
同
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
水
産
高
・

大
津
高
ラ
グ
ビ
ー
部
の
伝
統
を
継
承

し
、感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、日
々

精
進
し
、「
古
豪
」
か
ら
「
強
豪
」

と
称
さ
れ
る
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

山本 孝徳さん
（関西山口県同郷会
スポーツ支援委員長）

内田 正洋さん
（旧大津高

ラグビー部 OB）

　

第
98
回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
29
回

目
の
出
場
お
め
で
と
う
。
私
は
水
産

高
校
を
昭
和
40
年
に
卒
業
し
ま
し

た
。
５
年
前
の
１
回
戦
勝
利
と
今
回

の
立
派
な
選
手
宣
誓
に
は
涙
が
出
ま

し
た
。
学
校
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、

指
導
者
、保
護
者
や
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
、

ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
、
我
々
卒
業
生
一

同
、遠
く
か
ら
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
待
っ
ち
ょ
る
で
。

　

今
年
は
日
本
全
体
が
ラ
グ
ビ
ー
で

盛
り
上
が
る
年
で
す
。
皆
さ
ん
に
は

そ
の
一
員
と
し
て
カ
ナ
ダ
代
表
を
サ

ポ
ー
ト
し
、強
豪
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
、

姿
勢
、調
整
な
ど
、ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
か
ら
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
て
く

だ
さ
い
。
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に

「
古
豪
・
大
津
」
で
は
な
く
、「
強
豪
・

大
津
緑
洋
」
に
向
け
て
、
新
し
い
時

代
を
つ
く
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

新
生
花
園
で
の
初
宣
誓
は
と
て
も

良
か
っ
た
。
日
本
ラ
グ
ビ
ー
が
掲
げ

る
「
Ｏ
ｎ
ｅ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ａ
ｌ
ｌ
、
Ａ

ｌ
ｌ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｏ
ｎ
ｅ
」
の
体
現
に

は
、個
が
負
け
な
い
精
神
が
必
要
だ
。

こ
れ
は
物
語
「
三
銃
士
」
に
あ
る
言

葉
。
負
け
な
い
個
の
集
ま
り
、
そ
れ

が
負
け
な
い
チ
ー
ム
を
作
る
。
勝
つ

ん
じ
ゃ
な
く
負
け
な
い
チ
ー
ム
は

か
っ
こ
い
い
ぞ
。

　

花
園
の
地
で
プ
レ
ー
す
る
と
い
う

子
ど
も
ら
の
想
い
が
叶
っ
て
良
か
っ

た
で
す
。
残
念
な
が
ら
一
回
戦
で
敗

れ
ま
し
た
が
、
頑
張
っ
て
い
る
姿
を

見
れ
て
保
護
者
会
と
し
て
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
５
年
ぶ
り
の
出
場
と
い
う

こ
と
で
、
新
生
大
津
緑
洋
高
校
と
し

て
の
新
た
な
歴
史
の
一
歩
と
な
れ

ば
。
来
年
、
再
来
年
も
続
く
よ
う
こ

れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

長尾 英樹さん
（大津緑洋高ラグ
ビー部保護者会）

田邉 正春さん
（旧水産高

ラグビー部 OB）

中野 伸彦さん
（大津緑洋高ラグ
ビー部１期生）

出典：山口県ラグビー 60 年史
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盛り上がりを
ワールドカップ、
そして世界へ

　

今
年
９
月
に
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９   

が
開
催
さ

れ
、
長
門
市
は
カ
ナ
ダ
代
表
チ
ー
ム

の
公
認
キ
ャ
ン
プ
地
に
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

長
門
市
で
は
平
成
27
年
12
月
、「
長

門
市
世
界
大
会
等
キ
ャ
ン
プ
招
致
基

本
計
画
」
を
策
定
し
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
や
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
な
ど
国
際
大
会
の
キ
ャ
ン

プ
招
致
に
向
け
て
、
推
進
体
制
の
構

築
や
施
設
整
備
を
始
め
と
し
た
取
組

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

国
際
大
会
の
キ
ャ
ン
プ
招
致
は
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
起
爆
剤
と
し
た
新
た
な
観

光
活
力
の
推
進
に
つ
な
が
る
だ
け
で

な
く
、長
門
市
を
全
世
界
に
発
信
し
、

本
市
の
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に
「
世

界
を
知
り
、
世
界
へ
の
夢
を
抱
か
せ

る
」
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
世
界
最
大
級
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
く
の

分
野
で
持
続
的
に
地
域
に
良
い
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、こ
う
し
た
効
果
を
「
レ
ガ
シ
ー
」

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
教
育
、

環
境
、
都
市
、
経
済
な
ど
幅
広
い
分

野
で
未
来
へ
遺
す
こ
と
が
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。　

　

ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
市
民
が
一
体
と
な
り
、「
チ
ー

ム
な
が
と
」
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
長
門
市
の
次
世
代
に
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

ず
は
、
大
津
緑
洋
高
校
の
活
躍
で
盛

り
上
が
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
熱
を
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
に

つ
な
げ
、
長
門
市
ら
し
い
心
温
ま
る

お
も
て
な
し
・
交
流
を
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、「
レ
ガ
シ
ー
」
を
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
な

ど
の
拡
大
に
つ
な
げ
、
長
門
市
を
世

界
へ
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

TM

昭和 59 年 1 月号の広報
ゆやで花園出場を紹介
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平成31年度  市・県民税申告相談日程

三
隅
・
長
門
地
区

月日 曜 会　場 午前（9時～ 12 時） 午後（13時～ 16 時）
２／７ 木

三隅支所

野波瀬（１～７班） 野波瀬（８～ 15 班）
　８ 金 滝坂、一の瀬、三隅中畑、杉山、樅の木、麓 宗頭、兎渡谷
　12 火 上中小野、辻並、大竹 下中小野、正楽寺、生島
　13 水 浅田 市、久原
　14 木 三隅中村 湯免、土手、津雲、飯井
　15 金 小島、二条窪 向山、平野
 18 月 豊原（上蓼原・下蓼原、片川、新町、駅前）豊原（東、沖、上、中、下、西）
19 火 上東方、下東方、殿村新開、向開作 沢江、上ゲ
20 水

通出張所
通１～４区 通５～８区

21 木 通９～ 12 区 通 13 ～ 16 区
22 金

仙崎公民館
祇園町区、南町区、栄町区 本町区、北本町区、洲崎町区、今浦町区

25 月 鍛冶屋町区、中新町区、新町区、幸町区、旭町区 錦町区、新屋敷町区、新開町区
26 火

俵山公民館
木津区、郷区 黒川区、大羽山区

27 水 小原区、湯町区 上政区、上安田区、下安田区、七重区
28 木

物産観光
センター

山小根区、渋木中区、大垰区、坂水区 渋木１～３区、真木区
３／１ 金 青海区 大日比区、大泊区

４ 月 鳥越１区・２区 白潟１区・３区
５ 火 中山区 藤中区、白潟２区
６ 水 田屋区 正明市１～５区

　　７ 木 上郷区、下郷区、下川西区、上ノ原区 後ヶ迫区、開作区、境川区
　　８ 金 緑ヶ丘区、駅前区、湊１東区、湊１西区 湊２区、湊中央区、湊３区
　　11 月 板持１区・４区 板持２区・３区
　　12 火 上川西２区・３区 上川西１区
　　13 水 殿台区、小河内区、大河内区 江良区 ★時間延長（全地区対象 16時～ 19 時）  
　　14 木 河原区、三ノ瀬区 門前区、湯本区  ★時間延長（全地区対象16時～19時）  
　　15 金 予備日（指定日に来れない人：全地区）

日
置
・
油
谷
地
区

２／７ 木 宇津賀集落
センター

東立石、西立石 大畠、青村
　８ 金 上津黄、東津黄、西津黄 東後畑、小田
　12 火

向津具
公民館

大浦東 大浦西、油谷
　13 水 大和、南方、本郷 山崎、水岬、上野西
　14 木 田久道、白木 久津
　15 金

油谷支所

中ノ森、川尻東 上野東、川尻西
 18 月 稲石、新別名 駅通、大迫
19 火 東大坊、坂根、山根、二ノ瀬 芝崎、大坊、田上、人丸
20 水 亀田、植松、荒人 長久、杣地、有宗、広中
21 木 札場、河原浦、大江 浅井、尾崎、里、伊上浦、岡、宮ノ馬場
22 金 上り野、前方、須方、綾湖、貝川 上蔵小田、下蔵小田
25 月 油谷中畑、渡場、掛淵 赤屋、木吹、大川尻
26 火

日置支所

古市新町、古市原小路、新市 古市上、古市下、畑、国広、農士園
27 水 黄波戸口、堀田、亀山 亀山団地、大内山上、大内山下
28 木 黄波戸１～５区 長崎、矢ヶ浦、茅刈

３／１ 金 上城、小野地 狩宿、一円
４ 月 向田、川原、日置中村 真口、東坂本、西坂本
５ 火 炭床、北山、野田北、野田南、雨乞 長行

※申告期間中、市役所税務課や各支所での申告相談はできません
※今回の申告から大日比区・大泊区・青海区の人は相談会場が物産観光センターに変更となっています

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

■
市
の
相
談
会
場
で
申
告
す
る
人
へ

 

・
青
色
申
告
者
と
初
め
て
住
宅
借
入

　

金
特
別
控
除
を
受
け
る
人
は
、
税

　

務
署
で
確
定
申
告
し
て
く
だ
さ
い

 

・
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の

　

あ
る
人
は
、
事
前
に
記
帳
の
整
理

　

を
し
て
く
だ
さ
い

※
記
帳
の
整
理
が
で
き
て
い
な
い
場

　

合
、
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
が
で
き
ま

　

せ
ん

 

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医

　

療
を
受
け
た
人
、
医
療
機
関
ご
と

　

に
領
収
書
の
整
理
・
集
計
を
お
願

　

い
し
ま
す

 

・
申
告
内
容
に
よ
っ
て
は
、
市
の
相

　

談
会
場
で
は
受
け
付
け
る
こ
と
の

　

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す

■
確
定
申
告
が
必
要
な
人

 

・
事
業
所
得
や
不
動
産
、
配
当
、
そ

　

の
他
の
雑
所
得
、
一
時
所
得
、
不

　

今
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
、
市
・
県
民
税
申
告
の

季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
市
が
行
う
申
告
相
談
会
を
、
２

月
７
日
（木）
か
ら
３
月
15
日
（金）
ま
で
開
催
し
ま
す
。

　

動
産
の
売
却
な
ど
に
よ
る
所
得
が

　

あ
る
場
合
で
、
所
得
金
額
の
合
計

　

額
が
所
得
控
除
額
の
合
計
額
を
超

　

え
る
人

 

・
給
与
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超

　

え
る
人

 

・
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い

　

て
、
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得

　

以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円

　

を
超
え
る
人

 

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て

　

い
て
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ

　

た
給
与
収
入
金
額
と
給
与
所
得
お

　

よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合

　

計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

 

・
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
400
万
円

　

を
超
え
る
人
、
ま
た
は
公
的
年
金

　

の
収
入
金
額
が
400
万
円
以
下
で
公

　

的
年
金
以
外
の
各
種
所
得
金
額
の

　

合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

 

・
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人

■
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

 

・
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
長

　

門
市
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
原
則

　

と
し
て
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り

　

ま
せ
ん

※
収
入
が
何
も
な
く
、
誰
に
も
扶
養

　

さ
れ
て
い
な
い
人
が
申
告
を
し
な

　

い
と
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
各

　

種
保
険
料
や
、
保
育
園
・
公
営
住

　

宅
な
ど
の
料
金
が
正
し
く
算
定
で

　

き
ず
、
各
種
給
付
な
ど
の
行
政

　

サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
受
け
ら
れ
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
の
み
と

　

い
っ
た
人
も
申
告
が
必
要
で
す

 
・
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
の
済

　

ん
で
い
る
人
や
収
入
が
公
的
年
金

　

の
み
の
人
で
、
給
与
や
公
的
年
金

　

の
源
泉
徴
収
票
の
内
容
に
変
更

　
（
所
得
控
除
の
変
更
）
が
あ
る
人

■
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
い
人

 

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

 

・
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
の
済

　

ん
で
い
る
人

 

・
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、
公
的

■
税
務
署
で
の
申
告

・
期
間　

２
／
18 

（月）
〜
３
／
15 

（金）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

・
相
談
時
間　

９
：
00
〜
17
：
00

※
受
付
は
16
：
00
ま
で

・
会
場　

長
門
税
務
署

■
問
い
合
わ
せ

・
所
得
税
な
ど
に
つ
い
て

　

長
門
税
務
署（
確
定
申
告
テ
レ
フ
ォ

　

ン
セ
ン
タ
ー
）
℡
22 

‐
２
４
４
１

※
選
択
ナ
ン
バ
ー 　

０（
ゼ
ロ
）

・
市
・
県
民
税
に
つ
い
て

　

税
務
課
市
民
税
係℡

23 

‐
１
１
２
４

確定申告、市・県民税申告に必要なものチェックリスト
チェック 対　象 必要なもの

全　員

①マイナンバーカード　もしくは
②マイナンバー通知カードと免許証や保険証な
　どの身分の確認ができるもの

認印

給与や公的年金の源泉徴収票（原本）

各種事業所得のある人 各種収支内訳書（帳簿の記帳を済ませて収入・
経費ごとに集計、領収書は必ず持参）

農業、不動産などの事業用
固定資産償却費がある人

昨年５月に固定資産税納付書に同封した固定資
産税課税明細書

社会保険料控除や生命・地
震保険料控除を受ける人 各種支払証明書や領収書

障害者控除を受ける人 障害者手帳など

２年目以降の住宅借入金等
特別控除を受ける人

住宅借入金の年末残高証明書、住宅借入金等特
別控除証明書

医療費控除を受ける人 領収書や支払証明書（医療を受けた人や医療機
関ごとに整理・集計すること）、医療費通知

所得税が還付される人 本人名義の預貯金の口座番号が分かるもの

配偶者控除、配偶者特別控除
の要件が変わります

　平成 30 年分以後は、控除を受ける納税者本人の合計所
得金額が 1,000 万円を超える場合、配偶者（特別）控除
は受けられません。
　また、平成 30 年分以後は、配偶者特別控除の配偶者の
所得要件が 38 万円超 76 万円以下から 38 万円超 123 万
円以下となります。納税者本人のその年の合計所得金額
と配偶者の合計所得金額に応じて控除額が違いますので、
ご注意ください。

マイナンバー（個人番号）の
記載が必要です

　成りすましなどの被害を防止するため、申告にはマイ
ナンバー（個人番号）による本人確認が必要となります。
①「マイナンバーカード」の提示
②「マイナンバー通知カード」とあわせて運転免許証、
　　健康保険証、パスポートなどの提示
※申告書には、配偶者・扶養親族・事業専従者のマイナ
　ンバーも記載しますので、事前にナンバーを確認の上、
　会場にお越しください

チェック
ポイント
１

　

年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
内
容
に
変

　

更
の
な
い
人

チェック
ポイント
２
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（
　）
内
は
所
属
部
隊
（
敬
称
略
）

《
功
績
章
（
８
人
）》

上
田
剛
司
（
仙
崎
副
分
団
長
）
宮
野

日
出
男
（
仙
崎
２
）
小
野
武
（
同
）

宮
﨑
武
行
（
日
置
分
団
長
）
西
村
裕

正
（
日
置
１
）
石
本
徹
（
日
置
２
）

西
島
武
（
油
谷
伊
上
）
本
永
純
一
郎

（
向
津
具
久
津
）

《
勤
続
章
（
109
人
）》

40
年　

林
英
昭
（
本
部
副
団
長
）
大

藏
和
栄
（
通
２
）
河
本
信
義
（
宇
津

賀
津
黄
）

30
年
　
村
田
圭
司
（
通
副
分
団
長
）

三
輪
成
則
（
仙
崎
１
）
東
信
男
（
深

川
北
副
分
団
長
）
重
原
賢
充
（
深
川

北
２
）
幾
田
正
信
（
深
川
南
１
）
竹

内
卓
三（
同
）原
田
拓
美（
深
川
南
３
）

椋
木
裕
紀
（
三
隅
第
１
滝
坂
）
上
田

伸
行
（
三
隅
第
１
下
中
小
野
）
岡
田

年
生
（
油
谷
人
丸
）
平
瀬
祐
治
（
宇

津
賀
津
黄
）
大
谷
晋
一
（
同
）
田
坂

傅
（
同
）
池
永
達
夫
（
宇
津
賀
後
畑
）

竹
島
光
明
（
同
）
松
尾
真
明
（
向
津

具
本
郷
）
平
川
慎
太
郎
（
向
津
具
川

尻
）

20
年　

安
森
藤
吾
（
通
１
）
山
近
昭

男
（
同
）
河
村
和
明
（
同
）
村
田
祥

得
（
同
）
上
利
誠
紀
（
同
）
新
谷
弘

之
（
通
２
）
荒
川
浩
志
（
同
）
中
村

守
（
仙
崎
１
）
北
村
修
（
同
）
黒
瀬

光
春
（
仙
崎
２
）
小
笠
　
太
一
（
同
）

田
中
誠
（
同
）
林
浩
昭
（
同
）
佐
伯

英
明
（
深
川
北
１
）
中
谷
泰
久
（
同
）

吉
岡
博
文
（
深
川
北
２
）
南
川
徹
也

（
同
）
岡
本
肇
（
深
川
南
１
）
藤
本

充
司
（
深
川
南
３
）
大
下
洋
之
（
同
）

増
野
敏
之（
俵
山
１
）宮
川
公
延（
俵

山
２
）　
川
良
一
（
三
隅
第
１
兎
渡

谷
）
村
山
真
也
（
同
）
上
田
繁
雄
（
三

隅
第
１
上
中
小
野
）
田
畑
千
里
（
三

隅
第
３
小
島
）
藤
村
浩
之
（
三
隅
第

３
沢
江
）
柳
原
聡
明
（
日
置
３
）
藤

嶋
洋
志
（
同
）
塚
本
真
之
亮
（
油
谷

河
原
）
大
田
裕
治
（
油
谷
伊
上
）
中

嶋
和
彦
（
同
）
中
野
一
幸
（
同
）
河

本
泉
（
宇
津
賀
津
黄
）
吉
岡
晃
太
郎

（
宇
津
賀
立
石
）
水
嶋
龍
弘
（
宇
津

賀
角
山
）
上
田
敏
晴
（
向
津
具
本
郷
）

三
宅
充
康
（
向
津
具
川
尻
）

10
年　

山
下
雄
二
（
通
２
）
河
﨑
政

徳
（
仙
崎
１
）
尾
崎
将
司
（
同
）
三

輪
一
貴
（
同
）
清
水
政
則
（
仙
崎
２
）

中
田
秀
隆
（
同
）
藤
田
勝
士
（
仙
崎

３
）林
伸
治（
仙
崎
４
）秦
武
文（
同
）

柳
井
祐
治
（
深
川
北
１
）
田
中
義
久

（
同
）大
賀
功
治（
同
）大
谷
浩
章（
深

川
北
２
）
前
野
安
則
（
深
川
北
３
）

桑
原
紀
聖
（
同
）
荒
川
澄
夫
（
深
川

南
副
分
団
長
）
開
作
浩
二
（
深
川
南

１
）
坂
野
智
之
（
同
）
大
谷
和
弘
（
深

川
南
２
）
村
田
耕
治
（
深
川
南
３
）

廣
永
龍
治（
俵
山
１
）井
上
勇
次（
同
）

藤
野
史
（
同
）
田
中
秀
典
（
俵
山
２
）

原
田
稔
（
三
隅
第
１
上
中
小
野
）
篠

原
広
幸（
同
）中
原
亨（
三
隅
第
２
市
）

宮
野
克
美
（
同
）
河
田
晃
男
（
三
隅

第
２
中
村
）
大
野
秀
美
（
同
）
河
野

充
浩
（
三
隅
第
２
野
波
瀬
）
吉
岡
雄

慈
（
同
）
上
田
直
樹
（
同
）
岩
本
考

由（
同
）北
村
和
也（
同
）山
根
充（
三

隅
第
３
小
島
）
山
中
翔
平
（
三
隅
第

３
豊
原
）
杉
原
裕
紀
（
三
隅
第
３
浅

　

式
典
終
了
後
に
は
、
市
民
が
観
覧

す
る
中
、
消
防
団
員
、
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
な
ど
各
分
団
ご
と
に
隊
列
を
組

み
、
観
閲
行
進
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

大
西
市
長
や
来
賓
が
点
検
す
る
人
員

機
材
点
検
が
行
わ
れ
、
最
後
は
車
両

が
一
列
に
並
び
、
空
に
向
か
っ
て
一

斉
放
水
を
披
露
し
ま
し
た
。

県
消
防
協
会
長
表
彰

《
優
良
ク
ラ
ブ
指
導
者
表
彰
》

吉
祥
ひ
と
み

（
日
置
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
）

《
優
良
ク
ラ
ブ
団
体
表
彰
》

三
隅
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

《
優
良
団
員
表
彰
（
11
人
）》

東
希
美
世
（
深
川
北
１
）
石
原
大
資

（
同
）
上
田
成
範
（
深
川
北
３
）
岡

本
肇
（
深
川
南
１
）
開
作
浩
二
（
同
）

西
松
啓
吾（
俵
山
１
）木
下
信
弘（
日

置
２
）
中
嶋
和
彦
（
油
谷
伊
上
）
藤

本
浩
司（
向
津
具
大
浦
）宮
﨑
篤（
向

津
具
本
郷
）
藤
田
康
士
（
同
）

《
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状（
17
人
）》

流
田
壽
雄
（
本
部
団
長
）
村
田
繁
之

（
通
１
）
大
樂
尚
邦
（
同
）
木
村
朋

宏
（
仙
崎
３
） 

河
野
勝
俊
（
同
）
杉

原
仁
志
（
深
川
北
２
）
堀
田
誠
（
深

川
南
１
）
田
中
聖
二
（
深
川
南
３
）

山
本
章
敬（
俵
山
２
）原
川
泰
治（
三

隅
第
１
副
分
団
長
）
惣
代
芳
治
（
日

置
１
）
光
井
修
（
同
）
小
嶋
順
一
（
油

谷
副
分
団
長
）
橋
本
英
利
（
油
谷
蔵

小
田
）
永
松
芳
明
（
宇
津
賀
津
黄
）

谷
村
勤（
同
）小
島
隆（
向
津
具
本
郷
）

長
門
市
消
防
団
長
表
彰

県
消
防
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
表
彰

《
精
勤
章
（
37
人
）》

森
本
大
一
（
通
１
）
藤
井
芳
浩
（
同
）

三
輪
一
貴
（
仙
崎
１
）
町
野
慎
太
郎

（
仙
崎
３
）
秦
武
文
（
仙
崎
４
）
辻

野
芳
　（
深
川
北
２
）
松
尾
茂
治
（
深

川
北
３
）
大
谷
慎
治
（
同
）
河
村
暁

彦
（
深
川
南
１
）
飯
田
康
将
（
深
川

南
２
）
福
冨
潤
一
（
深
川
南
３
）
井

上
勇
次
（
俵
山
１
）
藤
野
史
（
同
）

増
野
和
彦
（
同
）
花
岡
祐
二
（
俵
山

２
）
戸
村
知
至
（
同
）
山
邉
育
男
（
三

隅
第
１
滝
坂
）
山
下
真
（
三
隅
第
１

兎
渡
谷
）
原
田
稔
（
三
隅
第
１
上
中

小
野
）
近
藤
倫
（
三
隅
第
２
市
）
德

見
幸
治
（
三
隅
第
２
中
村
）
沖
村
一

成
（
三
隅
第
３
小
島
）
河
添
隆
司
（
三

隅
第
３
豊
原
）
岡
﨑
裕
幸
（
日
置
１
）

上
手
豊
（
同
）
三
輪
由
浩
（
日
置
２
）

長
谷
茂
（
同
）
早
稲
田
剛
（
同
）
田

村
真
嗣
（
油
谷
河
原
）
米
田
洋
（
同
）

光
永
悟
（
油
谷
伊
上
）
大
石
隆
（
油

谷
蔵
小
田
）
菊
本
隆
弘
（
宇
津
賀
後

畑
）
大
田
和
幸
（
宇
津
賀
立
石
）
村

部
浩
二
（
宇
津
賀
角
山
）
井
上
昌
尚

（
向
津
具
大
浦
）
藤
川
洋
（
向
津
具

川
尻
）

長
門
市
長
表
彰

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に

〜
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
〜

田
）岡
崎
裕
幸（
日
置
１
）林
寿
樹（
日

置
２
）
上
田
正
明
（
油
谷
人
丸
）
荒

田
幸
蔵（
油
谷
河
原
）中
野
善
雄（
同
）

光
永
悟
（
油
谷
伊
上
）
大
石
隆
（
油

谷
蔵
小
田
）
三
村
和
弘
（
宇
津
賀
後

畑
）
菊
本
隆
弘
（
同
）
東
寛
人
（
向

津
具
久
津
）
阿
部
昇
（
同
）
今
津
太

志
（
向
津
具
大
浦
）
小
島
一
夫
（
向

津
具
本
郷
）

《
退
職
団
員
感
謝
状
（
28
人
）》

流
田
壽
雄
（
本
部
団
長
）
村
田
繁

之
（
通
１
）
大
樂
尚
邦
（
同
）
木

村
朋
宏
（
仙
崎
３
） 

河
野
勝
俊
（
同
）

大
深
泰
司
（
仙
崎
４
）
杉
　
仁
志

（
深
川
北
２
）
堀
田
誠
（
深
川
南

１
）
田
中
聖
二
（
深
川
南
３
）
前

田
忠
義
（
同
）
山
本
章
敬
（
俵
山

２
）
原
川
泰
治
（
三
隅
第
１
副
分

団
長
）
宮
垣
耕
二
（
三
隅
第
２
分

団
長
）
原
川
泰
弘
（
三
隅
第
２
中

村
）
石
村
孝
幸
（
三
隅
第
２
野
波

瀬
）
前
田
達
意
（
三
隅
第
３
浅
田
）

惣
代
芳
治
（
日
置
１
）
光
井
修
（
同
）

清
水
健
二
（
同
）
小
嶋
順
一
（
油

谷
副
分
団
長
）
松
永
充
功
（
油
谷

人
丸
）
橋
本
英
利
（
油
谷
蔵
小
田
）

永
松
芳
明
（
宇
津
賀
津
黄
）
谷
村

勤
（
同
）
垰
村
司
（
同
）
藤
田
和

秀
（
宇
津
賀
立
石
）
重
村
浩
一
（
同
）

小
島
隆
（
向
津
具
本
郷
）

　

新
春
恒
例
の
長
門
市
消
防
出
初
式

が
１
月
６
日

（日）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

を
会
場
に
行
わ
れ
、
消
防
署
・
消
防

団
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
消
防
関

係
者
約
700
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
西
市
長
が
「
災
害

は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
て
も
不
思

議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
、

行
政
に
と
っ
て
の
大
き
な
使
命
で

す
。
今
年
一
年
、
災
害
に
備
え
る
と

同
時
に
災
害
が
起
き
て
も
し
っ
か
り

と
し
た
体
制
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
構

築
し
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰
や
市
長

表
彰
な
ど
各
種
表
彰
の
後
、
新
た
に

消
防
団
長
に
就
任
し
た
村
部
博
明
さ

ん
は
「
昨
年
は
、
自
然
災
害
に
よ
り

全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
火
災
を
含
め

た
防
災
上
の
安
全
を
確
認
し
、
災
害

に
対
す
る
備
え
を
徹
底
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
地

域
住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
よ
り

一
層
の
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

団
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

長門市消防出初式
表彰を受ける幼年消防クラブ

人員機材点検日置婦人防火クラブの行進新たに就任した村部団長

一斉放水

表彰状の贈呈 観閲行進

団結し、地域を守る使命を胸に

消
防
団
員
・
個
人
・

団
体
を
表
彰

平成31年



門の話題長

年
賀
郵
便
元
旦
配
達
出
発
式
を
12
年
ぶ
り
に
復
活
実
施

平
成
最
後
の
年
賀
状
が
配
達

　

１
月
１
日
（火）
、
長
門
郵
便
局
で

「
平
成
31
年
年
賀
郵
便
元
旦
配
達

出
発
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
平
成
最
後
と
な
る
年
を
機

に
、
改
め
て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

し
て
差
し
出
さ
れ
る
年
賀
状
文
化

を
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

12
年
ぶ
り
に
復
活
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

出
発
式
で
は
、
井
上
忠
長
門
郵

便
局
長
や
大
西
市
長
ら
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
後
、

今
年
年
男
と
な
る
長
門
郵
便
局
郵

便
部
の
秦
武
文
さ
ん
の
号
令
で
、

郵
便
バ
イ
ク
が
一
斉
に
出
発
し
ま

し
た
。

　

長
門
郵
便
局
で
は
、
年
賀
状
を

約
62
万
２
千
通
（
１
月
７
日
ま
で

の
受
付
）
配
達
し
た
と
の
こ
と
で

す
。

田
屋
地
区
と
伊
上
地
区
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足

市
民
協
働
で
集
落
再
生
を

　

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
12
月
23
日
（日）

に
田
屋
地
区
で
、
12
月
25
日
（火）
に

伊
上
地
区
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
で
協
議
会
が
発
足
し

ま
し
た
。

　

田
屋
地
区
の
設
立
総
会
に
は
自

治
会
長
や
民
生
委
員
な
ど
が
出

席
。
会
長
に
選
任
さ
れ
た
松
永
博

則
さ
ん
は「
住
民
の
関
係
を
築
き
、

行
事
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
え
た

ら
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

伊
上
地
区
の
設
立
総
会
に
は
自

治
会
長
や
関
係
団
体
役
員
ら
が
出

席
。
会
長
に
選
任
さ
れ
た
廣
田
隆

男
さ
ん
は
「
自
治
会
や
サ
ロ
ン
と

協
力
し
、
地
区
住
民
が
集
ま
れ
る

交
流
の
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

▲伊上地区では高齢者向けの講座や伊上クラブの管理などを予定

▲田屋地区では交流を深める教室や清掃美化活動などを予定

▲テープカットで出発を祝う

▲平成最後の年賀状を積んだ郵便バイクが次々と出発

11

寮
母
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
る

　

大お

お

た田 

真ま

り

こ

理
子 

さ
ん

門の長 門の

（
グ
ラ
ン
・
ジ
ュ
テ
経
営
者

　

／
東
深
川
在
住
）

　

こ
の
冬
、
花
園
に
出
場
し
た
大
津

緑
洋
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
に
は
、
親
元

を
離
れ
、
寮
か
ら
通
う
選
手
が
い
ま

す
。
そ
の
寮
母
と
な
っ
て
見
守
っ
て

き
た
の
が
大
田
真
理
子
さ
ん
で
す
。

　

大
田
さ
ん
は
、
自
身
が
経
営
す
る

ホ
テ
ル
「
グ
ラ
ン
・
ジ
ュ
テ
」
の
一

部
を
寮
に
し
、
平
成
26
年
か
ら
17
人

の
ラ
グ
ビ
ー
部
員
を
受
け
入
れ
て
き

ま
し
た
。

　
「
き
っ
か
け
は
、
父
母
会
の
同
級

生
か
ら
の
お
願
い
で
し
た
。最
初
は
、

１
人
を
預
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
翌

年
に
は
、一
気
に
5
人
増
え
ま
し
た
」

と
笑
っ
て
話
す
大
田
さ
ん
。
規
則
正

し
い
生
活
を
身
に
付
け
さ
せ
よ
う
と

苦
労
し
た
と
い
い
ま
す
。
時
に
学
校

生
活
や
進
路
に
つ
い
て
相
談
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
、
生
活
面
だ
け
で
な

く
精
神
面
で
も
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

寮
生
に
対
し
て
は
、「
本
当
に
お

め
で
と
う
。〝
花
園
に
行
き
た
い
〞

そ
の
言
葉
が
願
望
で
あ
っ
た
時
期
も

あ
っ
た
け
れ
ど
、
い
つ
し
か
目
標
と

な
り
達
成
で
き
た
。
そ
の
意
識
の
変

化
を
忘
れ
ず
に
、
誰
の
た
め
で
も
な

く
自
分
の
た
め
に
努
力
し
続
け
て
欲

し
い
」
と
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

▲現在、大田さんのもとで9人の寮生が生活しているという

市
民
の
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
こ
と
を
第
一
に

図
上
訓
練
で
災
害
対
応
確
認

　

1
月
17
日
（木）
、3
市
（
長
門
市
・

下
関
市
・
美
祢
市
）
合
同
防
災
図

上
訓
練
が
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
を

会
場
に
実
施
さ
れ
、
市
、
消
防
団
、

陸
上
自
衛
隊
な
ど
11
機
関
の
約
110

人
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

図
上
訓
練
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
降
雨
が
山

口
県
西
部
・
北
部
で
起
こ
り
、
土

砂
災
害
や
浸
水
害
な
ど
が
各
地
で

発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

各
機
関
は
、
災
害
状
況
が
付
与

さ
れ
る
と
、迅
速
に
原
状
を
分
析
。

避
難
所
開
設
や
要
救
助
者
に
対
す

る
人
員
配
置
、
応
援
要
請
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
見
つ
か
っ
た
課
題

へ
の
対
応
方
法
の
検
討
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

▲災害情報を集約および分析の上、的確な対応を行うことが求められる

しゅん

旬
な人

し
ゅ
ん

2019.2.1 10
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らしの情報く
市
か
ら
の

お
知
ら
せ

く
ら
し
の
情
報

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
申
込
資
格

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

②
住
宅
の
困
窮
が
明
ら
か
な
人

③
法
定
の
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

■
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
、

抽
選
会
通
知
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
本
庁
建
築
住
宅
課
ま

た
は
各
支
所
経
済
施
設
班
に
提
出

※
抽
選
会
通
知
ハ
ガ
キ
に
は
62
円
切

手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い

※
申
込
様
式
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

■
受
付
期
間　

２
／
１

（金）
～
15 

（金）

■
抽
選
会　

２
／
22 

（金）　

14
：
00
～

■
入
居
可
能
日　

　

４
／
１

（月）
以
降

※ 

１
回
の
募
集
に
お
い
て
、
１
世
帯

１
戸
の
申
し
込
み
に
限
り
ま
す

※
募
集
住
宅
は
２
月
１
日

（金）
か
ら
公

　

開
し
ま
す
。
詳
細
は
受
付
場
所
で

　

配
布
す
る
募
集
案
内
や
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
入
居
者
募
集
後
、
申
し
込
み
の
な

　

か
っ
た
住
宅
は
、
抽
選
会
の
翌
日

　

か
ら
随
時
募
集
を
実
施
。
対
象
住

　

宅
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
建
築
住
宅
課
住
宅
係

℡
23
‐
１
1
８
６

・
三
隅
支
所
経
済
施
設
班

℡
43
‐
０
２
７
７

・
日
置
支
所
経
済
施
設
班

℡
37
‐
２
１
６
８

・
油
谷
支
所
経
済
施
設
班

℡
32
‐
１
１
１
４

● 

第
12
回
ベ
ー
テ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

／
12
月
24
日
／
福
山
リ
ー
デ
ン
ロ
ー

ズ
小
ホ
ー
ル ︵
広
島
県
福
山
市
︶

　

山
﨑��

陽
菜
乃�

さ
ん

　
︵
深
川
中
学
校
２
年
︶

　

宮
本��

華
奈�

さ
ん

　
︵
深
川
中
学
校
１
年
︶

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

 

■
計
画
名
称

�

・�

健
幸
な
が
と
21
推
進
計
画
︵
第
３

　

次
長
門
市
健
康
増
進
計
画
・
食
育

　

推
進
計
画
︶
（案）

　
〝
生
涯
健
幸
で
元
気
な
ま
ち
づ
く

　

り
〟
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め

　
「
健
幸
な
が
と
21
推
進
計
画
」
を

　

策
定
し
ま
す

※
健
幸
︙
「
ひ
と
」
と
「
や
さ
し
さ
」

　

の
つ
な
が
り
に
よ
り
、
地
域
の
み

　

ん
な
が
健
康
で
幸
せ
が
感
じ
る
こ

　

と
が
で
き
る
「
く
ら
し
」

�

・
長
門
市
自
殺
対
策
計
画
（案）

　

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

　

の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

　

自
殺
対
策
を
「
生
き
る
こ
と
の
包

　

括
的
な
支
援
」
と
し
て
効
果
的
か

　

つ
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
長

　

門
市
自
殺
対
策
計
画
」
を
策
定
し

　

ま
す

■
募
集
期
間���

２
／
４

（月）
～
３
／
４

（月）

■
閲
覧
場
所　

　

本
庁
３
階
情
報
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
、

　

健
康
増
進
課
、
各
支
所
・
出
張
所
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■�

提
出
方
法　

　

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
、
ま
た
は

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
専

　

用
用
紙
に
記
入
し
、
持
参
ま
た
は

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
提
出

■�

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
増
進
課
健
康
推
進
係

℡
23
‐
１
１
３
２ 

FAX 

23
‐
１
１
6
８

日
置
ふ
れ
あ
い
農
園

利
用
者
募
集

 　

農
村
活
性
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
黄

波
戸
温
泉
交
流
セ
ン
タ
ー
）
に
隣
接

す
る
「
日
置
ふ
れ
あ
い
農
園
」
に
つ

い
て
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

■�
募
集
期
間  

２
／
８

（金）
～
３
／
８

（金）

■�
貸
付
施
設
数

　

 

鉄
骨
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
１
棟

（
１
人
１
棟
あ
た
り
26
㎡
）

■�

貸
付
期
間　

　

４
／
１

（月）
か
ら
２
年
間

■�

使
用
料　

１
棟
に
つ
き

年
間　

６
、
０
０
０
円

※
光
熱
水
費
な
ど
は
使
用
者
負
担

■�

申
込
資
格　

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は

　

団
体

※ 

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■�

申
込
方
法　

　

日
置
支
所
経
済
施
設
班
備
え
付
け

　

の
申
込
書
に
、
記
入
し
て
提
出

■ 

問
い
合
わ
せ　

　

日
置
支
所
経
済
施
設
班　
　
　
　

℡
37
‐
２
１
８
２

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口

２
０
１
９
参
加
者
募
集

︽
美
術
展
︾

■
日
時　

７
／
６

（土）
～
８ 

（月）

■
場
所

　

防
府
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア

　

ス
ピ
ラ
ー
ト
」

■
部
門　

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・

　

工
芸
・
書
・
写
真

■
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以

　

上
（
昭
和
35
年
４
月
１
日
以
前
に

　

生
ま
れ
た
人
）
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の

　

人
が
創
作
し
た
未
発
表
の
作
品

　
（
出
品
は
１
人
１
点
）

■
募
集
期
間

　

２
／
12 

（火）
～
３
／
25 

（月）

■
そ
の
他　

作
品
は
会
場
へ
搬
入
す

　

る
際
に
預
か
り
ま
す

■
申
込
方
法　

本
庁
福
祉
課
地
域
福

　

祉
係
、油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

　

各
支
所
・
出
張
所
備
え
付
け
の
募

　

集
要
項
を
確
認
の
う
え
、
出
品
票

　

を
提
出

︽
ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
大
会
︾

■
開
催
事
項　

　

今
大
会
か
ら
、
日
時
・
場
所
・

　

申
込
方
法
・
申
込
期
間
な
ど
は
、

　

種
目
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
左
記

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

 

・
山
口
県
生
涯
現
役
推
進
セ
ン
タ
ー

　
︵http://geneki.jp/nenrin/

）

※
記
載
の
な
い
種
目
に
つ
い
て
も

　

順
次
更
新
さ
れ
ま
す

■
種
目　

　

剣
道
・
テ
ニ
ス
・
ゴ
ル
フ
・
ダ
ン

　

ス
ス
ポ
ー
ツ
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・

　

囲
碁
・
将
棋
・
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
・

　

弓
道
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
陸
上
競
技

　
（
マ
ラ
ソ
ン
）

■
参
加
資
格　

　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
昭
和
35

　

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

　

人
）

■
申
し
込
み　

各
競
技
団
体

　︽
共
通
事
項
︾

　

こ
の
大
会
は
、
今
年
11
月
に
開
催

　

予
定
の
「
第
32
回
全
国
健
康
福
祉

　

祭
和
歌
山
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　

紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９
）
へ

　

の
選
考
を
兼
ね
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

　

福
祉
課
地
域
福
祉
係

℡
23
‐
１
１
５
７

　

山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会

生
涯
現
役
推
進
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
３
‐
９
２
８
‐
２
３
８
５

　

長
門
市
で
は
、
市
民
お
よ
び
市
内

就
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
美
術
作
品
を

募
集
の
上
、
広
く
展
示
し
ま
す
。
ま

た
、
表
彰
式
で
は
審
査
委
員
に
よ
る

受
賞
作
品
の
講
評
が
行
わ
れ
、
誰
で

も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
市
民
お
よ
び
市
内

就
業
者
の
皆
さ
ん
が
創
作
さ
れ
た
美

術
作
品
を
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■�

会
期　

２
／
16 

（土）
～
２
／
25 

 （月）

10
：
00
～
17
：
00

※
２
／
18 

（月）
は
臨
時
休
館
日
で
す

■�

会
場　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■�
入
場
料　

無
料

��
（
作
品
応
募
・
審
査
発
表
・
表
彰
式
）

■�

応
募
資
格　

市
民
お
よ
び
市
内
の

事
業
所
に
就
業
し
て
い
る
人

　
（
中
学
生
以
下
を
除
く
）

■�

出
品

・ 

工
芸
・
彫
塑　

最
大
で
人
力
（
２

人
～
３
人
）
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き

る
程
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と

・ 

絵
画　

10
号
以
上
50
号
以
内
の
作

品
と
し
、
額
に
納
め
、
つ
り
下
げ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
る
こ
と

第
25
回
長
門
市
美
術
展

・ 

書　

半
切
以
下
と
し
、
裏
打
ち
が

し
て
あ
る
も
の
、
ま
た
は
額
入
り

に
し
て
あ
る
も
の

・ 

写
真　

半
切
程
度
で
マ
ッ
ト
張
り

に
し
、
つ
り
下
げ
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
あ
る
こ
と

■�

出
品
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

・ 

作
品
は
、
お
お
む
ね
１
年
以
内
に

自
己
の
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の

で
あ
る
こ
と

・ 

額
装
作
品
は
、
ア
ク
リ
ル
張
り

可
、
ガ
ラ
ス
張
り
は
不
可

・ 

作
品
に
は
、
所
定
の
出
品
票
を
裏

面
の
見
え
に
く
い
箇
所
に
貼
り
付

け
、
作
品
と
と
も
に
出
品
目
録
を

あ
わ
せ
て
提
出
す
る
こ
と

・ 

書
は
、
所
定
の
説
明
用
紙
に
よ
り

釈
文
を
必
ず
添
付
す
る
こ
と

・
応
募
作
品
は
１
人
２
点
ま
で

・
著
作
権
、
肖
像
権
を
侵
害
し
な
い

　

作
品
で
あ
る
こ
と

■�

出
品
料　

無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

■�

作
品
の
搬
入
・
受
付

　

２
／
７

 （木）
～
８

（金）10
：
00
～
18
：
00

■ 
作
品
の
搬
出　

２
／
26 

（火）
～
27 

（水）

10
：
00
～
18
：
00

■ 

作
品
の
搬
入
・
搬
出
場
所

　

 

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■ 

審
査
発
表
・
表
彰
式

　

２
／
16 

（土）　

10
：
00
～

■ 

そ
の
他　

搬
入
か
ら
搬
出
ま
で
の

間
に
お
け
る
不
可
抗
力
の
災
害
な

ど
に
よ
る
作
品
の
汚
損
・
亡
失
な

ど
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す

■ 

申
込
方
法　

本
庁
企
画
政
策
課
、

各
支
所
地
域
窓
口
班
、
各
公
民

館
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
、
ラ
ポ
ー

ル
ゆ
や
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
作
品
搬

入
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■�

問
い
合
わ
せ　

　

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係　
　
　

℡
23
‐
１
２
２
９

長
門
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
と
普
及
を

▲昨年の長門市美術展。渾身の作品がならぶ▲日置ふれあい農園で新鮮な野菜を作りませんか

▲宮本さん ▲山﨑さん
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城
下
町
長
府
ひ
な
ま
つ
り

　

歴
史
情
緒
漂
う
城
下
町
長
府
の
各

施
設
・
店
舗
で
、「
ひ
な
人
形
」
や
「
つ

る
し
か
ざ
り
」
を
数
多
く
展
示
し
ま

す
。

　

華
や
か
な
ひ
な
人
形
や
一
つ
ひ
と

つ
に
想
い
が
こ
め
ら
れ
た
つ
る
し
か

ざ
り
を
観
賞
し
な
が
ら
城
下
町
長
府

を
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

■
期
間　

２
／
３

（日）
〜
３
／
17 

（日）

■
場
所　

城
下
町
長
府
地
区
一
帯

︵
長
府
毛
利
邸
・
長
府
庭
園
な
ど
︶

■
参
加
料　

無
料

※
施
設
に
よ
っ
て
は
別
途
入
場
料
が

　

必
要
で
す

■
問
い
合
わ
せ　

　

下
関
市
観
光
政
策
課

℡
０
８
３
︲
２
３
１
︲
１
３
５
０

潮彩だより

潮彩だより

潮彩だより

潮彩だより

長門市と下関市の情報交換コーナー

潮

彩

だ

よ

り

長
門
市
と
下
関
市
の
情
報
交
換
コ
ー
ナ
ー

大会日程  ４月２０日（土）、２１日（日）

会　　場  ミクニワールドスタジアム北九州
 （北九州市小倉北区浅野 3-9-33）

主　　催
 ワールドラグビー、
 公益財団法人日本ラグビーフット
 ボール協会

参加チーム
（12チーム）

 オーストラリア、カナダ、中国、
 イングランド、フィジー、フランス
 アイルランド、ニュージーランド
 ロシア、スペイン、アメリカ、日本

HSBC  ワールドラグビー女子セブンズシリーズ
2018-2019　第４戦北九州大会開催

第33回

　７人制ラグビーの世界最高峰のワールドツアー
「HSBC  ワールドラグビー女子セブンズシリーズ」の

日本ラウンドが、北九州市で開催されます。
　この大会には、長門市で RWC2019 の公認チーム
キャンプが決定しているカナダも参加します。
　ぜひこの機会に、迫力ある世界レベルの試合を間
近でお楽しみください。
※ 詳細は「公益財団法人日本ラグビーフットボール
　 協会」ホームページをご覧ください
　 https://www.rugby-japan.jp/
■問い合わせ　
　長門市世界大会等キャンプ招致委員会　℡ 23-1196

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

■
日
時　

２
／
15 

（金）９
：
30
～
11
：
30

■
集
合
場
所　

　

な
が
と
ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
内
容　

血
圧
測
定
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
（
２
～
３
キ
ロ
程
度
）、グ
ル
ー

　

プ
ワ
ー
ク

■
持
参
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運

　

動
の
で
き
る
服
装
、歩
数
計（
持
っ

　

て
い
る
人
の
み
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

２
／
12 

（火）

※
都
合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
、
当

　

日
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

　

平
成
31
年
４
月
1
日
か
ら
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
が
出
産
さ
れ
た

際
に
は
、
出
産
前
後
の
一
定
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。

■
免
除
さ
れ
る
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

　

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間

※
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定

　

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

　

３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間

■
対
象
者　
「
国
民
年
金
一
号
被
保

　

険
者
」
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２

　

月
１
日
以
降
の
人

■
届
出
期
間　

出
産
予
定
日
の
６
カ

　

月
前
か
ら
提
出
で
き
ま
す
。（
提

　

出
で
き
る
の
は
平
成
31
年
４
月
1

　

日
か
ら
）

※
平
成
31
年
4
月
１
日
施
行

■
受
付
場
所

　

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
役
所

■
問
い
合
わ
せ��
総
合
窓
口
課
窓
口
係

℡
23
‐
１
２
２
６

　

日
本
年
金
機
構
萩
年
金
事
務
所

℡
０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
８

※
電
子
音
声
②
↓
②

国
民
年
金
保
険
料

産
前
産
後
保
険
料
を
免
除

な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室
企
画
展

「
な
が
と
の
小
学
校
」

～
明
治
か
ら
平
成
ま
で
～

　

明
治
か
ら
平
成
ま
で
の
市
内
の
小

学
校
の
移
り
変
わ
り
を
当
時
の
写
真

や
資
料
で
振
り
返
り
ま
す
。

　

テ
ー
マ
ご
と
に
懐
か
し
い
資
料
も

展
示
し
ま
す
。
資
料
室
で
小
学
校
時

代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■�

展
示
期
間　

　

２
／
４ 

（月）
～
３
／
22 

（金）

９
：
00
～
17
：
00

※
休
館
日　

土•

日
曜
日

（
た
だ
し
、
祝
日
は
開
館
）

■�

場
所　

 

な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室

（
長
門
市
教
育
委
員
会
１
階
）

■�

入
場
料　

無
料

■�

展
示
内
容　

　

懐
か
し
い
校
舎
の
写
真
や
学
校
生

　

活
を
思
い
出
す
資
料
を
展
示

■ 

問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化

　

財
保
護
室　
　

℡
23
‐
１
２
６
４

長
門
市
障
害
者
保
健
福
祉

推
進
会
議
委
員
を
募
集

　

障
害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
お
よ
び
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
体
制
の
確
保

に
関
す
る
計
画
の
策
定
や
推
進
に
つ

い
て
、
協
議
・
検
討
を
行
う
「
長
門

市
障
害
者
保
健
福
祉
推
進
会
議
」
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
障

　

害
福
祉
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上

　

の
人

■
募
集
定
員　

１
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

■
任
期

　

平
成
31
年
度
か
ら
３
年
間

■
活
動
内
容

　

障
害
者
プ
ラ
ン
お
よ
び
障
害
福
祉

　

計
画
、
障
害
児
福
祉
計
画
を
策
定

　

す
る
た
め
の
協
議
を
行
い
ま
す

■
申
込
方
法

　

本
庁
福
祉
課
、
三
隅
支
所
、
日
置

　

支
所
、
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

備
え
付
け
の
様
式
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限　

２
／
28 

（木）

■ 

問
い
合
わ
せ　

　

福
祉
課
障
害
者
支
援
係

℡
23
‐
１
２
４
３

カ
ル
シ
ウ
ム
ア
ッ
プ

　
　
　

食
生
活
講
座

　

日
本
人
に
特
に
不
足
し
が
ち
な
カ

ル
シ
ウ
ム
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
や
フ

レ
イ
ル
予
防
に
と
て
も
大
切
で
す
。

手
軽
に
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の
メ

ニ
ュ
ー
を
作
り
な
が
ら
、
日
ご
ろ
の

食
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
時　

２
／
21 

（木）９
：
30
～
13
：
00

■
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容

 

・
血
圧
測
定
、
体
脂
肪
・
筋
力
量
測

　

定
、
健
康
相
談

 

・
講
話
「
将
来
の
た
め
の
カ
ル
シ
ウ

　

ム
の
お
は
な
し
」

 

・
調
理
実
習
「
カ
ル
シ
ウ
ム
ア
ッ
プ

　

ク
ッ
キ
ン
グ
」

■
参
加
料　

200
円

■
定
員　

20
人

■
持
参
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

■
申
込
期
限　

２
／
14 

（木）

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

ひ
と
り
暮
ら
し
の
た
め
の

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　

高
校
を
卒
業
し
、
新
生
活
を
始
め

る
人
の
た
め
に
簡
単
に
作
る
こ
と
が

で
き
る
料
理
の
コ
ツ
を
教
え
ま
す
。

■�

日
時　

３
／
８

（金）10
：
00
～
13
：
30

■�

場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■�

内
容　

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
つ
い
て

　

の
講
義
、
調
理
基
礎
講
習

■�

対
象　

　

市
内
在
住
在
学
の
高
校
３
年
生

■�

定
員　

20
人

■�

持
参
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

■�

参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

３
／
１

（金）

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

19

山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

 　

４
月
7
日

（日） 

執
行
の
山
口
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
に
つ
い
て
、
立
候
補

の
届
出
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

立
候
補
予
定
者
ま
た
は
代
理
人
は

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

日
時　

２
／
18 

（月）　

13
：
30
～

■�

場
所　

長
門
市
中
央
公
民
館
１
階

会
議
室
３

■ 

問
い
合
わ
せ　

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
　
　

℡
23
‐
１
１
６
７

お
わ
び
と
訂
正

　　

広
報
１
月
号
11
ペ
ー
ジ
「
大
臣

表
彰
」
に
お
い
て
法
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
た
安
藤
貞
文
さ
ん
と

鈴
木
勲
さ
ん
は
、
元
保
護
司
で
は

な
く
現
役
の
保
護
司
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

︵
誤
︶
元
保
護
司

︵
正
︶
保
護
司

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
申
請
受
付

　

市
内
で
排
水
設
備
工
事
を
行
う
に

は
、
長
門
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店

の
指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成
31
年
度
の
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
新
規
申
請
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。

■
受
付
期
間　

２
／
１ 

（金）
～
28 

（木）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■
指
定
期
間　

　

４
／
１

（月）
～
2023
年
３
／
31 

（金）

※
以
後
、
５
年
ご
と
の
更
新

※
指
定
基
準
や
提
出
書
類
は
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
局
管
理
課
業
務
班

℡
23
‐
１
１
７
１

HSBC  ワールドラグビー女子セブンズシリーズ

Let’s Try!! ラグビー
レッツ トライ



　

観
光
地
に
は
、
た
と
え
ば
春
の
桜

や
秋
の
紅
葉
な
ど
旬
の
期
間
が
あ
り

ま
す
。
季
節
に
よ
っ
て
需
要
に
特
徴

が
み
ら
れ
る
こ
と
を
「
シ
ー
ズ
ナ
リ

テ
ィ
」
と
言
い
ま
す
。

　

お
客
様
が
多
く
来
ら
れ
る
季
節
も

あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
季
節
も
あ
り

ま
す
。
特
に
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
・
閑
散

期
は
集
客
が
少
な
い
な
ど
い
つ
も
ど

お
り
の
事
業
で
は
う
ま
く
い
か
な
い

難
し
い
時
期
で
す
。

　

長
門
湯
本
温
泉
で
は
、
年
間
を
通

じ
た
シ
ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ
の
平
準
化
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
冬
季
に
集
客
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
で
観
光
需
要
を
生

み
出
せ
る
か
を
検
証
し
ま
す
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
や
み
く
も

に
夏
の
よ
う
な
活
気
を
生
み
出
す
の

成長戦略推進課　℡ 23-1234
長門湯本みらいプロジェクトHP

https://yumoto-mirai.jp/

で
は
な
く
、
地
域
に
あ
る
資
源
を
ど

の
よ
う
に
活
用
で
き
る
の
か
、
ほ
か

に
は
な
い
長
門
湯
本
温
泉
の
魅
力
を

発
揮
で
き
る
風
物
詩
と
な
る
も
の
は

何
か
、
と
い
う
考
え
方
を
大
切
に
し

ま
す
。

　

今
回
は
、
温
泉
街
の
中
心
を
流
れ

る
音
信
川
の
魅
力
を
活
か
し
、
手
作

り
で
行
う
あ
か
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

1
月
20
日

（日）
に
実
施
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
地
域
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
が
、
あ
か
り
製
作
の
お

手
伝
い
に
応
援
隊
と
し
て
か
け
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
制
作
し
た
あ
か
り
は
２
月
に
行
う

イ
ベ
ン
ト
で
点
灯
し
温
泉
街
の
夜
景

や
川
を
彩
り
ま
す
。

　

閑
散
期
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
本

懐かしの湯本フォト

写真提供：湯本まちかど資料館　吉冨尊一館長

当
の
魅
力
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に

目
を
向
け
て
新
し
い
魅
力
を
創
造
し

ま
せ
ん
か
。

あ
か
り
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

　
「
音
信
川
う
た
あ
か
り
」
の
開
催

　

金
子
み
す
ゞ
の
詩
を
テ
ー
マ
に
し

た
あ
か
り
を
静
か
に
楽
し
む
冬
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時　

２
／
15 

（金）
・
16 

（土）

　
　
　
　
　
　
　

17
：
00
〜
21
：
00

■
場
所　

き
ら
き
ら
橋
周
辺

■
長
門
湯
本
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　

https://yum
oto-m

irai.jp/

シ
ー
ズ
ナ
リ
テ
ィ
の
平
準
化
を
め
ざ
し
て
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給
食
配
送
車
運
転
手
・

配
送
補
助
員
募
集

■
職
種

　

２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク（
保
冷
車
）な
ど

　

の
運
転
手
お
よ
び
配
送
補
助
員

※
市
内
小
中
学
校
へ
の
給
食
配
送

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
勤
務
場
所

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
雇
用
期
間　

　

４
／
１

（月）
～
翌
年
３
／
31 

（火）

（
更
新
も
あ
り
）

■
勤
務
時
間
（
休
憩
時
間
を
除
く
）

・
運
転
業
務

　

９
：
30
か
ら
５
時
間
程
度

・
補
助
員
業
務

　

９
：
30
か
ら
４
時
間
程
度

※
給
食
提
供
日
の
パ
ー
ト
雇
用

※
運
転
業
務
と
補
助
員
業
務
を
交
代

　

で
勤
務

■
賃
金
・
手
当
な
ど

・
運
転
業
務　

時
給
１
、
１
２
０
円

・
補
助
員
業
務　

時
給　

８
６
０
円

※
通
勤
手
当
、
雇
用
保
険
あ
り

■
応
募
資
格

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
税
・
料

　

の
滞
納
が
な
い
人

・
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
以
上
（
マ
ニ
ュ

　

ア
ル
車
）
の
運
転
経
験
が
あ
り
、

　

軽
微
な
整
備
が
で
き
る
人

・
健
康
状
態
が
良
好
な
人

・
成
年
被
後
見
人
も
し
く
は
被
保
佐

　

人
で
は
な
い
人

■
申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
を
学
校
給
食
セ
ン

　

タ
ー
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送

■
受
付
期
間

　

２
／
１

（金）
～
15 

（金）８
：
30
～
17
：
00

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

※
期
限
内
に
必
着

■
選
考
方
法　

書
類
・
面
接
に
よ
る

■
そ
の
他

・
月
２
回
の
保
菌
検
査（
検
便
）あ
り

・
研
修
（
衛
生
講
習
を
含
む
）
の
た

　

め
の
出
勤
あ
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
759
‐
4101
長
門
市
東
深
川
2366
番
地
２

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
３
３
３

21

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

指
導
員
募
集

■
募
集
期
間　

２
／
４

（月）
～
22 

（金）

■
募
集
人
数　

１
人

■
勤
務
地　

　

油
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
油
谷
新
別
名
１
０
６
７
２
番
１
）

■
応
募
資
格　

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人　

■
雇
用
条
件

・
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
職
員
）

・
週
30
時
間
勤
務

・
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
加
入

■
雇
用
期
間

　

４
／
１

（月）
～
翌
年
３
／
31 

（火）

※
年
度
ご
と
に
勤
務
実
績
な
ど
を
踏

ま
え
て
更
新
し
ま
す
（
最
長
６
年

ま
で
雇
用
可
）

■
職
務
内
容

　

子
育
て
親
子
間
の
交
流
を
深
め
る

取
組
な
ど
の
地
域
支
援
活
動
の
実

施
、
子
育
て
親
子
に
対
す
る
相

談
・
援
助
な
ど
に
関
す
る
こ
と

■
応
募
方
法

　

履
歴
書
お
よ
び
保
育
士
証
（
写

し
）
を
本
庁
子
育
て
支
援
課
に
郵

送
ま
た
は
持
参

※
提
出
書
類
は
返
却
不
可

■
選
考
方
法

　

履
歴
書
を
も
と
に
面
接
、
審
査
結

果
（
合
否
）
は
、
対
象
者
に
文
書

で
通
知

※
選
考
内
容
の
問
い
合
わ
せ
に
は
、

返
答
不
可

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1339
番
地
２

　

子
育
て
支
援
課

℡
23
‐
１
１
５
６

 
 

FAX 

23
‐
２
０
６
１

給
食
配
膳
員
募
集

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
雇
用
形
態　

パ
ー
ト
職
員

■
勤
務
場
所

　

日
置
地
区
小
中
学
校

■
雇
用
期
間　

　

４
／
１

（月）
～
翌
年
３
／
31 

（火）

（
更
新
も
あ
り
）

■
勤
務
時
間　

　

11
：
00
～
14
：
30
内
３
時
間
程
度

■
勤
務
日

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
給
食
を
提

　

供
す
る
日

■
勤
務
内
容　

・
配
送
さ
れ
る
給
食
、
食
器
な
ど
の

　

受
け
取
り
や
回
収
時
の
受
け
渡

　

し
。
配
膳
室
の
衛
生
管
理
な
ど

■
賃
金
・
手
当
な
ど

　

時
給　

８
６
０
円

※
通
勤
手
当
あ
り

■
応
募
資
格

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
税
・
料

　

の
滞
納
が
な
い
人

・
健
康
状
態
が
良
好
な
人

■
申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
を
学
校
給
食
セ
ン

　

タ
ー
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送

■
受
付
期
間

　

２
／
１

（金）
～
15 

（金）８
：
30
～
17
：
00

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

※
期
限
内
に
必
着

■
選
考
方
法　

　

書
類
・
面
接
に
よ
る

■
そ
の
他

　

月
２
回
の
保
菌
検
査（
検
便
）あ
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
759
‐
4101
長
門
市
東
深
川
2366
番
地
２

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
３
３
３

古
文
書
講
座

　

村
田
清
風
や
ふ
る
さ
と
長
門
、
ま

た
萩
藩
の
古
文
書
を
教
本
と
し
て
、

講
師
を
招
き
解
読
し
ま
す
。

　

当
時
の
時
代
背
景
を
知
り
、
筆
者

の
心
情
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
郷

土
の
歴
史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

■�

日
時

　

２
／
17 

（日）
、
２
／
24 

（日）
、
３
／
３ 

（日）

13
：
30
～
15
：
30

※
３
日
間
の
講
義

■�

会
場

　

三
隅
公
民
館
視
聴
覚
室

　
（
長
門
市
三
隅
下
518
番
地
）

■�

講
師　

　

小
山
良
昌
氏（
毛
利
博
物
館
顧
問
）

■�

参
加
費　

 

１
、  

５
０
０
円

※
資
料
代
と
し
て
当
日
会
場
で
集
金

■�

対
象
者　

 

市
内
外
の
古
文
書
に
興

　

味
の
あ
る
人

■�

定
員　

先
着
30
人

■�

申
込
方
法　

　

村
田
清
風
記
念
館
に
電
話
ま
た
は

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込

■�

締
切　

２
／
８ 

（金）

■�

主
催　

村
田
清
風
記
念
館
・
三
隅

郷
土
文
化
研
究
会

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

村
田
清
風
記
念
館

　

℡
・
FAX 

43
‐
２
８
１
８
（
共
通
）

本
庁
舎
建
設
工
事

構
造
見
学
会

　

今
年
8
月
竣
工
予
定
の
市
役
所
本

庁
舎
の
構
造
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時  

①
2
／
22 

（金）　

13
：
00
～
16
：
30

②
２
／
23 

（土）　

10
：
00
～
14
：
00

■
場
所����

長
門
市
中
央
公
民
館
大
講
堂

■
内
容　

 

・
講
演
１
「
木
材
活
用
の
現
在
‐
長

　

門
市
本
庁
舎
を
中
心
に
‐
」

　

講
師　

中
村
文
紀
氏
（
株
式
会
社

　

東
畑
建
築
事
務
所
）

 

・
講
演
2
「
地
域
産
木
材
と
木
造
耐

　

火
建
築
技
術
」

　

講
師　

安
達
広
幸
氏（
一
般
社
団

　

法
人
日
本
木
造
耐
火
建
築
協
会
）

 

・
現
場
見
学

■
参
加
定
員　

400
人（
要
事
前
申
込
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限   

２
／
15 

（金） 

12
時
ま
で

■
申
込
方
法　

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

　

ら
申
込
ま
た
は
総
務
課
ま
で
電
話

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
庁
舎
建
設
準
備
室

℡
23
‐
１
１
９
７

市営公衆浴場「礼湯」
営業終了のお知らせ

　長年、市民の皆さんにご愛顧
い た だ き ま し た 市 営 公 衆 浴 場
「礼湯」は平成31年３月31日を
もって、営業を終了させていた
だきます。
　 営 業 期 間 は 残 り わ ず か で す
が、ご利用をお待ちしておりま
す。なお、建設準備中の公衆浴
場「恩湯」は平成31年11月の開
業予定です。

■問い合わせ
　観光課観光施設係  ℡23-1252

　▲
　申込用QRコード
 （一社）日本木造
　耐火建築協会HP
　の申込フォーム
　につながります

▲住民が一つひとつ手作りで製作



県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
応
募
資
格　

・
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

　

す
る
親
族
が
あ
る
人
（
内
縁
関
係

　

に
あ
る
人
お
よ
び
婚
約
者
を
含
む
）

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

　

か
な
人

・
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
し

　

て
い
る
人

・
申
込
者
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ

　

う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

　

い
こ
と

■
募
集
団
地　

湯
本
、
東
深
川
、
江

　

良
、
中
の
塚
、
田
屋

■
申
込
方
法　

（
一
財
）
山
口
県
施

設
管
理
財
団
山
口
支
所
へ
入
居
申

込
書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
入
居
申
込
書
は
（
一
財
）
山
口
県

施
設
管
理
財
団
山
口
支
所
お
よ
び

長
門
立
寄
所
（
長
門
土
木
建
築
事

務
所
１
階
）
に
用
意
し
て
い
ま
す

■
受
付
期
間

　

２
／
20 

（水）
～
28 

（木）
（
消
印
有
効
）

■
入
居
予
定　

４
月
下
旬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
753
‐
０
０
８
２

　

山
口
市
水
の
上
町
１
番
７
号

　
（
一
財
）
山
口
県
施
設
管
理
財
団

　

山
口
支
所

℡
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
０
０
４

働
き
方
改
革
関
連
法
成
立

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
順
次
施
行
さ

れ
ま
す

■
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導
入

 

・
施
行　

２
０
１
９
年
４
月
１
日
～

※
中
小
企
業
は
、
２
０
２
０
年
４
月

　

１
日
～

 

・
時
間
外
労
働
の
上
限
に
つ
い
て
、 

　

月
45
時
間
、
年
360
時
間
を
原
則
と

　

し
、
臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
あ

　

る
場
合
で
も
年
720
時
間
、
単
月
100

　

時
間
未
満
（
休
日
労
働
含
む
）、

　

複
数
月
平
均
80
時
間
（
休
日
労
働

　

含
む
）
を
限
度
に
設
定
す
る
必
要

　

が
あ
り
ま
す

■
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
が

　

必
要

・
施
行　

２
０
１
９
年
４
月
１
日
～

 

・
使
用
者
は
、
10
日
以
上
の
年
次
有

　

給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る
全
て
の
労

　

働
者
に
対
し
、
毎
年
5
日
、
時
季

　

を
指
定
し
て
有
給
休
暇
を
与
え
る

　

必
要
が
あ
り
ま
す

 

・
相
談
窓
口　

各
労
働
基
準
監
督
署

■
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用

　

労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差

　

を
禁
止

・
施
行　

２
０
２
０
年
４
月
１
日
～

※
中
小
企
業
は
、
２
０
２
1
年
４
月

　

１
日
～

 

・
同
一
企
業
内
に
お
い
て
、
正
規

　

雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働

　

者
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
有

　

期
雇
用
労
働
者
、
派
遣
労
働
者
）

　

の
間
で
、
基
本
給
や
賞
与
な
ど
の

　

個
々
の
待
遇
ご
と
に
不
合
理
な
待

　

遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま
す

 

・
相
談
窓
口　

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
有
期
雇

　

用
労
働
者
関
係

　

山
口
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

℡
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
９
０

　

派
遣
労
働
者
関
係

　

山
口
労
働
局
職
業
安
定
部
需
給
調

　

整
事
業
室

　

℡
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
８
５

※
改
正
法
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「〝
働
き
方
改
革
〟

　

の
実
現
に
向
け
て
」
を
確
認

山
口
県
自
殺
対
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９

■
日
時　

２
／
23 

（土）　

　

13
：
30
～
15
：
30

（
受
付
13
：
00
～
）

■
場
所　

山
口
県
総
合
保
健
会
館

　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
山
口
市
吉
敷
下
東
３
丁
目
１
‐
１
）

■
内
容　

 

・
講
演
「
若
者
の
コ
コ
ロ
に
寄
り
添

　

う
～
〝
助
け
て
〟
と
言
え
な
い
い

　

の
ち
を
支
え
る
た
め
に
～
」

 

・
講
師　

内
野
悌
司
氏

　
（
広
島
修
道
大
学
健
康
科
学
部
心

　

理
学
科
教
授
）

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
３
５
‐
２
７
‐
３
４
８
０

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の

合
同
相
談
会

■
日
時　

２
／
23 

（土）　10
：
00
～
16
：
00

■
場
所　

山
口
県
総
合
保
健
会
館

　

１
階
研
修
室

　
（
山
口
市
吉
敷
下
東
３
丁
目
１
‐
１
）

■
内
容　

 

・
弁
護
士
に
よ
る
相
談

　

多
重
債
務
、
労
働
、
D
Ｖ
な
ど
の

林
業
退
職
金
共
済
制
度

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
当
時
、
林
退
共
制
度
に
加

入
し
て
い
た
人
、
も
し
く
は
加
入
し

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
人
で
、
退
職

金
請
求
手
続
き
を
し
た
心
当
た
り
の

な
い
人
は
、
気
軽
に
最
寄
り
の
支
部

ま
た
は
本
部
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、林
退
共
事
業
本
部
で
は
、

現
況
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
調
査

に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（h

ttp
://w

w
w

.rin
taikyo

.

　

 taisyokukin.go.jp

）

■
問
い
合
わ
せ

　

〒
170
‐
8055
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋

　

１
‐
24
‐
１
ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　

日
常
生
活
上
の
法
的
問
題
に
関
す

　

る
こ
と

 

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
心
身
の
不
調
な

　

ど
の
健
康
に
関
す
る
こ
と

■
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

 

・
弁
護
士
に
よ
る
相
談

　

山
口
県
弁
護
士
会

　

℡
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
０
８
７

 

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
３
５
‐
２
７
‐
３
４
８
０

海
技
免
許
更
新

■
日
時　

３
／
10 

（日）　

　

９
：
30
受
付　

10
：
00
講
習
開
始

■�

場
所　

長
門
市
立
図
書
館

■�

持
参
物

①
海
技
免
許
証

②
写
真
２
枚
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
）

中
小
企
業退

職
金
共
済
制
度

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
「
中

退
共
」
は
、
中
小
企
業
が
加
入
し
や

す
い
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業
員
も
加
入

が
で
き
ま
す
。

■
制
度
概
要　

 

・
掛
金
全
額
非
課
税
、
手
数
料
無
料

 

・
社
外
積
立

 

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

■
問
い
合
わ
せ

　

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

℡
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４

　
（h

ttp
://w

w
w

.ch
u

taikyo.

　

taisyokukin.go.jp

）

③ 

本
籍
地
記
載
の
住
民
票
１
通

※
住
所
変
更
の
あ
る
人
の
み

④
費
用
（
小
型
免
許
）

・
更
新　
　
　

８
、
５
０
０
円

・
再
交
付　

１
4
、
４
０
０
円

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
３
‐
２
６
６
‐
４
０
２
９

若
者
の
就
労
支
援
を
実
施

　

就
職
活
動
中
の
人
を
対
象
に
、
個

別
職
業
相
談
や
適
職
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

■
相
談
日   

2
／
27 

（水）
、
３
／
27 

（水）

■
相
談
時
間　

　

①
13
：
00
～　

②
13
：
30
～

　

③
14
：
00
～　

④
14
：
30
～

　

⑤
15
：
00
～　

⑥
15
：
30
～

※
時
間
予
約
制
・
秘
密
厳
守

■
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

■
対
象　

　

長
門
市
在
住
で
39
歳
以
下
の
人

■
相
談
料　

無
料

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

　

防
府
市
栄
町
１
丁
目
１
‐
17

　

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン

　

℡
０
８
３
５
‐
２
８
‐
３
８
０
８

高
齢
者
・
障
が
い
者
向
け

弁
護
士
電
話
法
律
相
談

■
日
時   

2
／
12 

（火）
、
２
／
26 

（火）
、

　

３
／
12 

（火）
、
３
／
26 

（火）

10
：
00
～
12
：
00

■
内
容　

消
費
者
被
害
、
遺
言
・
相 

　

続
、
成
年
後
見
、
財
産
管
理
、
介

　

護
、
虐
待
の
相
談

■
対
象　

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
本
人
、
家
族
、

　

支
援
者

■
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

　

℡
０
８
３
‐
９
２
０
‐
８
７
３
０

■
問
い
合
わ
せ　

　

山
口
県
弁
護
士
会

　

℡
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
０
８
７

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

■
日
時　

　

２
／
16 

（土）　

15
：
30
～
17
：
00

■
場
所　

　

通
漁
村
セ
ン
タ
ー
２
階
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

・
講
演
「
な
い
も
の
は
な
い
～
離
島

　

か
ら
の
挑
戦
」

・
講
師　

　

山
内
道
雄
氏
（
海
士
町
前
町
長
）

■
駐
車
場　

通
小
浦
埋
立
地

■
入
場
料　

無
料

■
定
員　

200
人

■
問
い
合
わ
せ　

　

通
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

℡
28
‐
０
２
８
７

み
ん
な
の掲

示
板

く
ら
し
の
情
報

教
育
資
金
サ
ポ
ー
ト

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
・

短
大
・
大
学
・
専
修
学
校
・
各
種
学

校
・
外
国
の
高
校
・
大
学
な
ど
に
入

学
・
在
学
す
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭

を
対
象
と
す
る
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

■
融
資
額　

350
万
円
以
内

　
（
子
ど
も
1
人
に
あ
た
り
）

■
金
利　

年
1.78
％
（
固
定
金
利
）　

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
年

1.38
％

　
（
平
成
30
年
11
月
12
日
現
在
）

※
保
証
料
別
途

■
返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
18
年
以
内

■
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返
済

■
利
用
方
法　

入
学
金
、
授
業
料
、

　

教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
家
賃
な
ど

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ア
ル
）

　

℡
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

長
門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
審
議
会
委
員
募
集

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対

応
し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
生
活
で

き
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
長

門
市
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
方
法

を
検
討
す
る
審
議
会
の
委
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格 

 

・
20
歳
以
上
（
平
成
31
年
２
月
1
日

　

現
在
）

 

・
年
４
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き

　

る
人

■
任
期　

委
嘱
か
ら
最
大
３
年
間

■
募
集
人
数　

２
人
程
度

※
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

■
募
集
期
間　

２
／
１

（金）
～
21 

（木）

■
応
募
方
法　

申
込
書
と
作
文
（
市

　

の
人
口
減
少
対
策
、
地
方
創
生
に

　

必
要
な
も
の
を
テ
ー
マ
に
400
字
以

　

内
）
を
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

　

は
メ
ー
ル
で
提
出

※
申
込
書
は
、
本
庁
企
画
政
策
課
、 

各

　

支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

　

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1339
番
地
２

　

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

℡
23
‐
１
２
２
９

 

FAX 

22
‐
０
１
３
５

　

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

℡
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

 

FAX 

０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
９
０
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文
化
情
報

く
ら
し
の
情
報

香
月
泰
男
美
術
館

℡
43
︲
２
５
０
０

ダ
ー
作
り
と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
に
よ
る

ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム
を
通
し
て
、
ハ
ー

ブ
と
そ
の
効
能
に
つ
い
て
知
る
こ
と

の
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

●
日
時　

２
／
23 

（土）　14
：
00
～
15
：
30

●�

場
所　

香
月
泰
男
美
術
館
研
修
室

●�

対
象　

小
学
生
以
上

※
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

●�

参
加
料　

500
円

●�

講
師　

び
じ
ゅ
つ
か
ん
の
ハ
ー
ブ

園
工
房
ゆ
め
う
さ
ぎ　

●�

定
員　

20
人

※
事
前
予
約
制
・
先
着
順

●�

募
集
期
間　

２
／
１ 

（金）
～
20 

（水）

●�

申
込
方
法　

　

左
記
の
申
込
先
に
電
話
し
「
ハ
ー

　

ブ
講
座
申
し
込
み
」
と
伝
え
る

●�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

香
月
泰
男
美
術
館

　

℡
43
‐
２
５
０
０

ハ
ー
ブ
講
座
＂
ハ
ー
ブ
を
愉
し
む

　
フ
ル
ー
ツ
ポ
マ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
＂

　

フ
ル
ー
ツ
と
ク
ロ
ー
ブ
、
シ
ナ
モ

ン
な
ど
の
ス
パ
イ
ス
に
よ
っ
て
作

ら
れ
る
フ
ル
ー
ツ
ポ
マ
ン
ダ
ー
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
庭
に
古
く
か
ら
伝

わ
る〝
幸
運
を
呼
ぶ
香
り
の
お
守
り
〟

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
講
座
は
、
フ
ル
ー
ツ
ポ
マ
ン

展
覧
会

香
月
泰
男
　

ー
眺
め
ら
れ
る
し
あ
は
せ
ー

　

２
０
１
８
年
10
月
25
日
に
開
館
25

周
年
を
迎
え
た
当
館
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
企
画
展
告
知
ポ
ス
タ
ー
を
飾
っ

た
作
品
の
中
か
ら
、
来
館
者
に
よ
る

人
気
投
票
を
約
半
年
間
実
施
し
ま
し

た
。

　

本
展
で
は
、
人
気
の
高
か
っ
た
作

品
を
中
心
に
、
香
月
が
「
眺
め
ら
れ

る
し
あ
わ
せ
の
し
る
し
」
と
し
て
描

い
た
身
の
周
り
の
風
景
や
動
植
物
な

ど
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
画
家
が

感
じ
た
〝
し
あ
わ
せ
〟
に
し
ば
し
思

い
を
馳
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

２
／
９ 

（土）
～
５
／
26 

（日）

●�

開
館
時
間　

９
：
00
～
17
：
00

※
入
館
は
16
：
30
ま
で

●�

休
館
日　

火
曜
日

●�

入
館
料　

一
般　
　
　

500
円

　
　
　
　
　

小
中
高
生　

200
円

※
市
内
在
住
者
は
、
住
所
の
分
か
る

　

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
提

　

示
す
る
と
、
無
料
で
入
館
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す

「
１
９
６
９
．
７
．
20
の
月
星
」

●�

今
月
の
一
点　

展
示
作
品
の
中
か

ら
注
目
の
一
点
を
紹
介
し
ま
す
。

25
「広報ながと」への広告掲載のお申し込みは㈱ホープへ　℡ 092-716-1404

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

℡
26
︲
６
０
０
１

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

℡
33
︲
０
０
５
１

お
や
じ
バ
ン
ド
祭
り��

Vol�

15

●
と
き　

２
／
24 

（日）　

13
：
30
開
演

●
入
場
料　

１
、  

０
０
０
円

※
全
席
自
由
・
税
込
、
未
就
学
児
無
料

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

文
楽
講
座
「
文
楽
へ
の
扉
」

●
と
き　

３
／
17 

（日）　

14
：
00
開
演

●
参
加
料　

無
料

※
全
席
自
由
・
小
学
生
以
上
・

要
事
前
申
込
・
先
着
400
人

●
内
容　

 

・
三
業
（
太
夫
・
三
味
線
・
人
形
）

　

の
解
説
と
体
験

 

・
実
演
「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子
」
火
の

　

見
櫓
の
段

●
出
演　

　

豊
竹
希
太
夫
（
太
夫
）・
竹
澤
團

　

吾
（
三
味
線
）・
吉
田
勘
市
（
人
形
）

　

ほ
か

●
会
場　

　

山
口
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

●
申
込　

　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
・
山
口
市
民
会

　

館
に
て
受
付
中

第
19
回
万
作・萬
斎
狂
言
公
演

●
と
き　

　

２
／
11 

（月）　

14
：
00
開
演

●
出
演　

 

・
解
説　

高
野
和
憲

 

・
狂
言
「
舟
ふ
な
」
石
田
幸
雄
、
中

　

村
修
一
／
「
月
見
座
頭
」
野
村
万

　

作
、
深
田
博
治
／
「
釣
針
」
野
村

　

萬
斎
、
深
田
博
治
、
高
野
和
憲
、

　

月
崎
晴
夫
、
岡
聡
史
、
中
村
修
一
、

　

内
藤
連
、
飯
田
豪
、
石
田
淡
朗

●
入
場
料

 

・
１
階
席　

５
、  

７
０
０
円

 

・
２
階
席　

５
、  

２
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

※
残
席
わ
ず
か

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

狂
言
教
室

●
と
き　

２
／
11 

（月）　

11
：
00
開
演

●�

内
容　

 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

深
田
博
治

 

・
狂
言
「
雷
」　

　

中
村
修
一
、
飯
田
豪

●�

参
加
料

 

・
一
般　

500
円

 

・
小
中
高
生　

無
料

　
（
本
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
提
示
で
一

　

般
も
無
料
）

※
全
席
自
由
・
税
込　

●�

会
場　

劇
場

●�

発
売
日　

発
売
中

松
竹
大
歌
舞
伎

●
と
き　

４
／
20 

（土）　

　

①
12
：
00
開
演　

②
16
：
30
開
演

●
内
容　

　

一
、
口
上

　

二
、「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
よ
り

　
　
　

加
茂
堤
、
車
引

　

三
、「
奴
道
成
寺
」　

●
出
演　

　

松
本
白
鸚
、
中
村
梅
玉
、
松
本
幸

　

四
郎
、
市
川
高
麗
蔵
、
大
谷
廣
太

　

郎
、
松
本
錦
吾
、
澤
村
宗
之
助

●
入
場
料　

 

・
１
階
特
等
席　

９
、  

０
０
０
円

 

・
1
階
松
席　
　

８
、  

０
０
０
円

 

・
１
階
桟
敷
席　

９
、  

０
０
０
円

 

・
２
階
席　
　
　

６
、  

０
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
休
館
日

●
休
館
日　

2
／
18 

（月）

.

油
谷
和
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト

　

舞
太
鼓
あ
す
か
組
メ
ン
バ
ー
が
、

和
太
鼓
の
力
強
さ
に
日
本
舞
踊
の
持

つ
優
雅
な
フ
ォ
ー
ム
を
融
合
さ
せ
た

ス
タ
イ
ル
で
、
日
本
の
美
を
再
認
識

さ
せ
る
舞
台
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

地
元
の
和
太
鼓
「
鼓
波
会
」
も
出

演
し
て
華
を
添
え
ま
す
。

●
と
き　

３
／
10 

（日）　

14
：
00
開
演

●
入
場
料
（
当
日
券
500
円
増
）

・
一
般　

３
、
０
０
０
円

・
３
歳
～
中
学
生　

１
、
５
０
０
円

●�

発
売
日　

発
売
中　

芸
能
文
化
発
表
会

　

油
谷
・
日
置
地
域
の
文
化
団
体
お

よ
び
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
が
一
堂
に

会
し
、
日
ご
ろ
の
活
動
状
況
を
発
表

し
ま
す
。

●
と
き　

２
／
24 

（日）　

10
：
00
開
演

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ

　

油
谷
中
央
公
民
館

　

℡
33
‐
０
０
５
１

　

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

℡
37
‐
２
３
４
０

子
育
て
女
性
を
応
援

お
仕
事
見
学
会
参
加
募
集

■
日
時　

２
／
19 

（火）　

■
対
象　

就
職
を
希
望
す
る
子
育
て

　

女
性
な
ど
（
未
就
職
者
ま
た
は
求

　

職
中
の
人
）

■
訪
問
企
業　

 

・
フ
ジ
ミ
ツ
株
式
会
社　

本
社

 

・
山
口
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

　

長
門
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
の

　

た
め
の
取
組
の
紹
介
や
職
場
の
雰

　

囲
気
を
見
学
し
ま
す

※
無
料
託
児
付

　
（
１
歳
児
～
就
学
前
児
童
対
象
）

■
定
員　

5
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
法
人
Ｙ
Ｉ
Ｃ
学
院

（
宇
部
新
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

℡
０
８
３
６
‐
３
５
‐
１
７
７
７

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
？

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
登
記

名
義
人
（
所
有
者
）
が
亡
く
な
っ
た

際
に
は
、
不
動
産
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
法
務
局
に
相
続
登
記
（
名
義
変

更
）
の
申
請
が
必
要
で
す
。　

　

詳
し
く
は
、
左
記
の
法
務
局
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（http://w

w
w

.houm
ukyoku. 

　

m
oj.go.jp

）

※
登
記
相
談
は
予
約
制

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

　

℡
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
４
７
８

金
子
み
す
ゞ
記
念
館

℡
26
︲
５
１
５
５

み
す
ゞ
児
童
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
展

●�

日
時　

２
／
１

（金）
～
28 

（木）

９
：
00
～
17
：
00

※
入
館
は
16
：
30
ま
で

●�

場
所　

企
画
展
示
室



　

１
月
３
日
（木）
、
長
門
市
で
大
人
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
新
成
人
は
348

人
。
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
行
わ
れ
た

式
典
に
は
265
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
日
置
地
区
の

上
田
凌
太
さ
ん
が
「
二
十
歳
の
声
」

を
発
表
。「
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た

の
も
家
族
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

の
出
会
い
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
い
た
だ
い
た
恩
を
今
度
は
他

の
人
々
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
「
新
成
人
か
ら

見
た
長
門
の
姿
」
の
結
果
発
表
で
は
、

４
人
の
新
成
人
か
ら
「
自
然
の
豊
か

さ
、美
し
さ
」「
食
べ
物
の
美
味
し
さ
、

新
鮮
さ
」「
人
の
温
か
さ
、
つ
な
が
り

の
強
さ
」
な
ど
が
本
市
の
良
い
と
こ

ろ
だ
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東深川地区

▲五本締めで式典を締めくくる

348人が大人の
第一歩を踏み出す

平成 31年

長門市
成人式

15

い
た
だ
い
た
恩
を

還
元
で
き
る
よ
う
な
大
人
に

▲「新成人から見た長門の姿」の発表

▲二十歳の声を発表した上田さん



通・仙崎地区

西深川・深川湯本・渋木・真木・俵山地区

162019.2.1



三隅地区

日置地区

17



油谷地区

182019.2.1



27 2019.2.1 26

相 

談
教 

室
（
要
予
約
）

健
康
診
査

健
康
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
情
報

む
し
歯
予
防
教
室

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時    

２
／
28 

（木）　10
：
00
〜
11
：
30

●
会
場　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話
、
ブ

　

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
母
子
保
健
推

　

進
員
に
よ
る
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、

　

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
手
作

　

り
お
や
つ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど  

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳

●
申
し
込
み
／
問
い
合
わ
せ

　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
43
‐
２
４
４
４

　

植松三十里／著　新潮社／出版
『大和維新』

「勤、大和の誇り忘れるべからず」－。
師が散る直前に書き遺した言葉。
維新を先駆けたはずの奈良県は廃藩
置県によって大阪府へと吸収された。

府議員となった勤三は、冷遇された府民の怒り
と師の無念を受け、私財を投げ出し＜大和＞の
奪還を懸けた再独立運動に仲間たちと奮闘する。
“奈良県の父－今村勤三”の知られざる維新秘話。

今月のオススメ本

 ・通・三隅方面　　  2 / 7（木）・28（木）
 ・湯本・俵山方面        2 /13（水）・27（水）
 ・日置・油谷方面        2 / 8（金）

ぐるブック号運行中！

118
愛します！守ります！長門の海！

仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240

仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
jcg7senzakikotsu2-4k7w@mlit.go.jp

船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）

船舶海難 人身事故

隻

数

死
亡
者

行
方
不
明

人

数

死
亡
者

行
方
不
明

12月 0 ０ 2 1

平成30年計 ７ ０ 10 ５

29年同時期 11 0 8 ２

ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!

漁
船
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー

（
10
月
〜
12
月
） が
終
了

「
長
門
市
内
の
13
支
店
が
無
事
故
達
成
」

　

期
間
中
は
、
漁
協
各
支
店
の
皆
さ
ん
に

海
難
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
事
故
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
13
支
店
が
期
間
中
の
無
事

故
を
達
成
し
ま
し
た
。
そ
の
内
、
10
の
支

店
は
４
年
連
続
で
の
達
成
で
あ
り
、
こ
れ

は
関
係
者
各
位
の
海
難
事
故
防
止
に
対
す

る
高
い
意
識
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
見
事
無
事
故
を
達
成
さ
れ
た
各

支
店
に
は
、
２
月
４
日
、
仙
崎
海
上
保
安

部
で
無
事
故
認
定
書
を
授
与
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

予
約
は
可
能
で
す
が
、
予
約
連
絡
な
ど
の

　

配
信
は
停
止
し
ま
す

本
館
限
定
！
期
間
限
定
！
特
別
企
画

　

資
料
点
検
に
よ
る
休
館
の
た
め
、
本
館
の

み
貸
出
点
数
を
増
や
し
ま
す
。

※
個
人
利
用
者
の
み
を
対
象
と
し
ま
す　

映
画
上
映
会
の
お
知
ら
せ
（
入
場
無
料
）

■
上
映
タ
イ
ト
ル 　

 

・ 

博
士
と
彼
女
の
セ
オ
リ
ー

　
（
123
分
／
字
幕
：
日
本
語
、
音
声
：
英
語
）

 

・
激
流

　
（
111
分
／
字
幕
：
日
本
語
、
音
声
：
英
語
）

２
月
11
日
（月）
は
、
本
館
の
み
休
館
し
ま
す

　

２
月
11
日
（月）
は
建
国
記
念
日
で
祝
日
の
た

め
、
本
館
の
み
休
館
し
ま
す
。
分
館
は
通
常

ど
お
り
開
館
し
ま
す
。
翌
12
日
（火）
は
本
館
・

分
館
と
も
振
替
休
館
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

き
ら
っ
と
は
ー
と
展
２
０
１
９
開
催

　

き
ら
り
（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
利

心
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

●
日
時
／
会
場

・
２
／
19 

（火）　
　

14
：
00
〜
16
：
00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

※
予
約
は
３
日
前
ま
で
に

健
康
相
談

●
対
象　

成
人

●
内
容　

　

生
活
習
慣
病
な
ど
健
康
相
談
、
血

　

圧
測
定
、
尿
検
査

●
日
時
／
会
場

・
毎
週
木
曜
日　

９
：
00
〜
11
：
30

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

・
２
／
６ 

（水）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

　
　

13
：
00
〜
15
：
00

　
　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
２
／
７ 

（木）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

川
尻
老
人
憩
い
の
家

・
２
／
12 

（火）
　
　
９
：
30
〜
11
：
00

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー

・
２
／
14 

（木）　
　

９
：
00
〜
11
：
30

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
２
／
19 

（火）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

向
津
具
公
民
館

・
２
／
22 

（金）　
　

９
：
30
〜
11
：
30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

育
児
相
談

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時
／
会
場

・
２
／
１ 

（金）　
　

９
：
30
〜
11
：
30

　
　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
２
／
８ 

（金）　
　

10
：
00
〜
11
：
30

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

禁
煙
相
談（
要
予
約
）

●
日
時
／
会
場

・
２
／
12 

（火）　
　

13
：
00
〜
16
：
00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

認
知
症
相
談
会（
要
予
約
）

●
対
象　

認
知
症
で
相
談
し
た
い
人

●
日
時

・
２
／
27 

（水）　
　

９
：
00
〜
11
：
30

●
会
場
／
申
し
込
み
／
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
２
４
４

・
２
／
15 

（金）　
　

９
：
30
〜
11
：
30

　
　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
２
／
20 

（水）
　
　
９
：
30
〜
11
：
00

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
２
／
22 

（金）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
康
診
査（
要
予
約
）

　

１
カ
月
児
、
３
カ
月
児
、
７
カ
月

児
の
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク  

℡
22
‐
２
７
１
７

●
１
カ
月
児
・
３
カ
月
児
・

　

７
カ
月
児
健
康
診
査   

・
月
〜
水
・
金
曜
日８

：
30
〜
12
：
00

　
　

13
：
30
〜
17
：
00

・
木
・
土
曜
日　

８
：
30
〜
12
：
00

長
門
総
合
病
院　

℡
22
‐
２
２
２
０

● 

１
カ
月
児
健
康
診
査（
28
日
以
降
）

　

毎
週
月
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

● 

３
カ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）

　

毎
週
火
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

●
７
カ
月
児
健
康
診
査 

　

毎
週
木
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

共
通
し
て 

必
要
な
も
の

・
母
子
健
康
手
帳

・
乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票

３
歳
児
健
康
診
査

●
対
象

　

平
成
28
年
1
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

2
／
26 
（火）

受
付　

13
：
00
〜
13
：
30

●
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

　

母
子
健
康
手
帳
な
ど

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

●
対
象

　

平
成
29
年
7
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

2
／
13 

（水）

受
付　

13
：
00
〜
13
：
30

●
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

　

母
子
健
康
手
帳
な
ど

用
の
子
ど
も
た
ち
の
い
き
い
き
と
し
た
写
真

や
表
現
力
あ
ふ
れ
る
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

き
ら
り
の
こ
ど
も
た
ち
の

　

す
て
き
な
作
品
展

■
期
日　

２
／
２
（土）
〜
２
／
16 

（土）

※
休
館
日
を
除
く

■
場
所　

長
門
市
立
図
書
館　

２
階
ホ
ー
ル

■
内
容　

絵
画
（
20
枚
程
度
）・
造
形
作
品
・

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ア
ー
ト
•
活
動
写
真
ほ
か

資
料
点
検
に
よ
る
休
館
の
お
知
ら
せ

　

図
書
館
に
所
蔵
す
る
全
資
料
を
確
認
す

る
「
資
料
点
検
」
を
行
う
た
め
、
本
館
は
２

月
18
日
（月）
か
ら
２
月
22
日
（金）
ま
で
休
館
し
ま

す
。
休
館
中
は
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
も
対

応
で
き
ま
せ
ん
。

※
資
料
点
検
の
休
館
に
よ
り
、
移
動
図
書
館

　

車
の
運
行
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
す
の

　

で
、
注
意
く
だ
さ
い

※
休
館
中
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

日  

程

博
士
と
彼
女
の

セ
オ
リ
ー

激　

流

10
：
00
〜 

２
／
13
・
15
・
17

 

２
／
16

14
：
00
〜 

２
／
14
・
16

 

２
／
13
・
15
・
17

期　

間

貸
出
冊
数

図
書（
雑
誌
含
）
２
／
５
（火）
〜
17 

（日）
20
冊
ま
で

視
聴
覚
資
料

２
／
13 

（水）
〜
17 

（日）
４
点
ま
で

行事名 開催日時
 としょかんひなの会★  2/1（金）10：30～

 かみしばい★  2/2（土）11：00～
 2/16（土） 15：00～

 おはなしの森★  2/9（土）15：00～
 おもちゃの森
（視聴覚室）

 2/14（木）
10：00～ 11：30  

 絵本を楽しむ会★  2/14（木）10：30～
 さっちゃんのかみし
 ばい★  2/16（土）   11：00～

 たまごの会★  2/15（金）10：30～
 くずし字講座
   （視聴覚室）

 2/2（土）・23（土）
 10：00～ 12：00

 長門読書会（研修室） 2/23（土）14：00～

 おはなしの会★  2/23（土）15：00～
 よみっこくらぶ
 （ゆや分館）

 2/9（土）・23（土）
 15：30～

 ゆりかご（ゆや分館） 2/19（火）10：30～

定例行事（★の会場はおはなしのへや）

アニメ・DVD上映会
（視聴覚室・入場無料）

タイトル 上映日時
 アニメ文学館⑭
  ホームタウンの事件簿   
　　　　    （50分）

 2/2（土）13：30 ～

 学研図鑑「危険生物」
                           （60分）

 2/3（日）
　14：00～ 15：00

 三人の騎士    （72分） 2/23（土）  13：30～

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !
 図書館だより

 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  library@lib-nagato.jp

‐2 月の休館日‐
　本  館　４（月）・6（水）・11（月）・12（火）・
　　　  　18（月）～22（金）・25（月）

　ゆや分館　４（月）・12（火）・18（月）・25（月）

風
し
ん
抗
体
検
査（
要
予
約
）

●
対
象　

　

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
・
そ
の
配

　

偶
者
、
妊
娠
中
の
女
性
の
同
居

　

者
・
配
偶
者

※
対
象
者
に
は
、
詳
細
な
要
件
が
あ

　

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
長
門
健
康

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ

　

さ
い

●
日
時    

２
／
5 

（火）
・
26 

（火）

13
：
00
〜
14
：
00

●
会
場
／
申
し
込
み
／
問
い
合
わ
せ

　

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１



　　

長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119

西消防署 ℡ 32-1230

火災時の問い合わせ

 ℡ 22-1414

ホームページ

http://www.city.nagato.yamaguchi.

jp/̃shobo/

火災救急
件数［12月］
（　）内は平成30年累計

火

災

救
急

建　物
0（12）

林　野
1（4）

車　両
1（3）

船　舶
０（0）

その他
0（13）

157
（1,919）

合　計
2（32）

2019.2.1 2829

　

皆
さ
ん
は
、「
消
火
栓
」
や
「
防

火
水
槽
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

こ
れ
ら
は
、
消
火
活
動
に
は
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

　
「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」

は
道
路
上
に
も
設
置
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
位
置
を
示
す
た
め
に
標

識
を
掲
げ
て
い
る
も
の
、
蓋
に

マ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
水

利
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
プ
ー

ル
や
池
、
河
川
な
ど
も
使
用
し
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
の
消
防
水
利
は
、

次
の
と
お
り
道
路
交
通
法
で
駐
車

禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

・
消
火
栓
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内

 

・
防
火
水
槽
の
吸
水
口
も
し
く
は

　

吸
管
投
入
部
分
か
ら
５
メ
ー
ト

　

ル
以
内

 

・
防
火
水
槽
の
側
端
ま
た
は
こ
れ

　

ら
の
道
路
に
接
す
る
出
入
口
か

　

ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内

 

・
指
定
消
防
水
利
（
プ
ー
ル
、
池

　

河
川
な
ど
）
の
標
識
が
設
置
さ 

　

れ
て
い
る
位
置
か
ら
５
メ
ー
ト

　

ル
以
内

「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」
な
ど

 

消
防
水
利
付
近
は
駐
車
禁
止
！

　

昨
年
11
月
15
日
（木）
・
16
日
（金）
に
、

鹿
児
島
県
を
会
場
と
し
て
「
ス

ポ
ー
ツ
の
力
で
輝
く
未
来
！
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
第
59
回
全

国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

鹿
児
島
実
業
高
校
新
体
操
部
の
皆

さ
ん
が
楽
し
く
も
迫
力
の
あ
る
演

技
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
ア
テ
ネ
五
輪
女
子

800
Ｍ
自
由
形
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
柴

田
亜
衣
さ
ん
が
、「
目
標
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
」
や
「
好
き
な
気

持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切

さ
」
な
ど
、
自
身
の
経
験
を
も
と

に
分
か
り
や
す
く
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
輝

く
未
来
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
果
た
す
べ

き
役
割
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
輝

く
未
来
を
明
る
く
！
〜
ス
ポ
ー
ツ

と
観
光
が
結
び
つ
い
た
地
域
の
活

性
化
を
め
ざ
し
て
〜
」
と
題
し
た

分
科
会
に
参
加
し
、
自
転
車
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
め
ざ
す
愛
媛
県

の
取
組
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
元

気
な
人
・
ま
ち
を
め
ざ
す
宇
部
市

の
取
組
、「
お
も
て
な
し
日
本
一
」

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
め
ざ
す
鹿
児

島
県
の
取
組
を
そ
れ
ぞ
れ
聞
き
、

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
の
結
び
つ
き
に

よ
る
地
域
活
性
化
の
可
能
性
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
を
！

こ
ん
に
ち
は

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
℡
23
‐
１
２
９
５▲研究協議会に参加した委員

　

市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
健
康
な
が
と
21
推
進

協
議
会
で
も
「
健
康
づ
く
り
の
つ
ど

い
」と
し
て
、ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
講
演
・

実
践
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
に
参
加
し
た

人
か
ら
は
、「
筋
力
の
衰
え
を
感
じ

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
た
が
、
つ

ま
ず
く
こ
と
が
減
っ
た
」「
血
液
検

査
の
結
果
が
良
く
な
っ
た
」
と
い
っ

た
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
　
　
　
　

得
ら
れ
る
効
果
と
は
？   

 

・
心
肺
機
能
の
向
上

 

・
下
肢
筋
力
の
向
上

 

・
骨
の
強
化

 

・
高
血
圧
・
脂
質
異
常
な
ど
の
生
活

　

習
慣
病
の
予
防
・
改
善

 

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
に
参
加
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

　
正
し
い
方
法
と
は
？

 

・
背
筋
を
伸
ば
し
、
目
線
は
10
メ
ー

　

ト
ル
以
上
先
を
見
る

 

・
肩
の
力
を
抜
い
て
肘
を
曲
げ
、
腕

　

を
大
き
く
振
る

 

・
か
か
と
か
ら
着
地
し
て
、
つ
ま
先

　

で
地
面
を
踏
み
こ
む
よ
う
に
重
心

　

を
前
に
移
動
す
る

 

・
意
識
し
て
歩
幅
を
大
き
く
す
る

 

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
後
に
は
ス
ト

　

レ
ッ
チ
を
す
る

 

・
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理
を
し
な
い

　　

な
お
、
歩
数
計
や
活
動
量
計
を
利

用
す
る
と
、意
識
し
て
歩
数
が
増
え
、

継
続
の
意
識
も
高
ま
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
、
今
年
度
実
施
し
た
市
民
の

健
康
に
関
す
る
意
識
調
査
で
は
、
１

日
７
千
歩
以
上
歩
い
て
い
る
人
が
２

割
程
度
と
少
な
い
状
況
で
す
。
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
は
、１
日
８
千
歩
、

そ
の
う
ち
20
分
は
中
強
度（
早
歩
き
）

の
活
動
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組

ん
で
い
る
人
は
、
１
日
８
千
歩
、
中

強
度
20
分
を
目
標
に
、
ま
だ
取
り
組

ん
で
い
な
い
人
は
、
今
よ
り
10
分
多

く
動
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
で
は
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
ー
ル

や
活
動
量
計
の
体
験
・
貸
出
を
行
っ

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
「
健
幸
」
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

健康メモ

「
健
幸
」づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

No.70
長門市保健センター

℡ 23-1133
「健幸」とは、「ひと」
と「やさしさ」のつな
がりにより、地域のみ
んなが健康で幸せを感
じることができる「く
らし」をいいます

▲景色を見ながら、気分もリフレッシュ

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む

こ
と
に
よ
り
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
自

治
会
な
ど
、
既
存
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
果
た
さ
れ
て
き
た
機
能
が

徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
加

え
て
、
地
域
へ
の
愛
着
心
が
薄
れ
る

一
方
、
地
域
課
題
も
多
様
化
し
、
き

め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
ら
れ
る

中
、
行
政
に
よ
る
一
律
な
対
応
を
行

う
事
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
地
域
自
治
に

よ
る
地
域
課
題
の
解
決
と
、
住
む
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
誇
れ
る
豊
か
な
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
、「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
創
る
」

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、「
市
民

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

る
た
め
の
「
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
」
を
設
立
す
る
「
集
落
機

能
再
生
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
度
、市
内
11
番
目
と
な
る「
田

屋
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
12

月
23
日
に
、
12
番
目
と
な
る
「
伊
上

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
12
月

25
日
に
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
自
ら

の
地
域
を
見
つ
め
、
地
域
課
題
の
発

見
・
解
決
に
向
け
て
取
組
を
進
め
ら

れ
る
ほ
か
、
目
指
す
地
域
の
将
来
像

を
明
確
に
す
る
た
め
の「
夢
プ
ラ
ン
」

（
地
域
づ
く
り
計
画
）
の
策
定
を
、

地
域
活
動
団
体
と
と
も
に
目
指
し
て

い
る
協
議
会
も
あ
り
ま
す
。
地
域
づ

く
り
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
通
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
に
よ
り
、
2

月
16
日
（日）
午
後
3
時
30
分
か
ら
島
根

県
隠
岐
郡
海
士
町
前
町
長
、
山
内
道

雄
氏
に
よ
る「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」

（
入
場
無
料
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

集
落
機
能
再
生
に
向
け
て 

〜
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
設
立
へ
〜

集
落
機
能
再
生
に
向
け
て
〜
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
設
立
へ
〜

協議会名 設立年月日 構成自治会 高齢化率
  みすみ市民協働推進協議会  H25.8.20  三隅地区全 31 自治会 41.2％
  宇津賀地区まちづくり協議会  H25.8.25  宇津賀地区 12 自治会 58.7％
  むかつく地域協議会  H26.8.26  向津具地区 12 自治会 57.6％
  板持地区まちづくり協議会  H26.9.6  板持地区 4自治会 39.3％
  白潟地区まちづくり協議会  H27.1.24  白潟地区 3自治会 40.4％
  通地区まちづくり協議会  H27.10.21  通地区 16 自治会 54.3％
  俵山景観づくり委員会  H28.1.29  俵山地区 10 自治会 52.3％
  真木渋木地区まちづくり協議会  H28.2.29  真木渋木地区 8自治会 51.2％
  湊地区まちづくり協議会  H28.9.28  湊地区 6自治会 36.7％
  日置まちづくり協議会  H29.3.8  日置地区 31 自治会 41.0％
  田屋地区まちづくり協議会  H30.12.23  田屋区 22.5％
  伊上地区まちづくり協議会  H30.12.25  伊上地区 12 自治会 48.6％

■問い合わせ
市民活動推進課 
℡ 23-1172   Fax 22-6455
mail：kyodo2@city.nagato.lg.jp

▲防火水槽の看板

▲消火栓の蓋
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2 月のカレンダー 2019 February ２
１ 金

●みすゞ児童作品コンクール優秀作品展／金子みすゞ記念館／２月28日（木）まで

２ 土
●きらっとはーと展2019／市立図書館／２月16日（土）まで

３ 日

花壇の日　●発達障害児支援講演会／三隅保健センター／第１部（保護者向け）10時～12時・第２部（支援者向
け）13時30分～15時30分　

４ 月
●「ながとの小学校」明治から平成まで／ながと歴史民俗資料室／9時～17時／入場無料／３月22日（金）まで

５ 火

●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　

６ 水

７ 木

●５歳児すこやか相談会／長門市保健センター／13時～16時

８ 金

９ 土

●香月泰男美術館企画展「香月泰男ー眺められるしあはせー」／香月泰男美術館／５月26日（日）まで

10 日

●日置駅伝大会／神田小スタート／開会式9時～／スタート10時10分

11 月

建国記念の日　
●第19回万作・萬斎狂言公演／ルネッサながと／14時～　●狂言教室／ルネッサながと／11時～　

12
火

上下水道使用料納期限（三隅・俵山・東深川・西深川・深川湯本・渋木・真木地区）　
●行政相談／三隅支所・ラポールゆや／10時～12時　●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有
料・要予約（℡0838-24-0500）　●禁煙相談／長門健康福祉センター／13時～16時／要予約（℡22-2811）  

13 水

14 木

●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～15時／要予約（℡0838-24-2158）
●５歳児すこやか相談会／長門市保健センター／13時～16時

15 金

●あかりを楽しむイベント「音信川うたあかり」／音信川きらきら橋周辺／17時～21時
●ウォーキング教室／ながとスポーツ公園／9時30分～11時30分／要申込（℡23-1133）

16
土

●第25回長門市美術展／ルネッサながと文化情報ギャラリー／10時～17時／入場無料／２月25日（月）まで
●あかりを楽しむイベント「音信川うたあかり」／音信川きらきら橋周辺／17時～21時
●まちづくり講演会／通漁村センター２階／15時30分～17時／入場無料

17 日
●古文書講座／三隅農業者トレーニングセンター／13時30分～15時30分／有料・要申込（℡43-2818）

18 月

●山口県議会議員一般選挙立候補予定者説明会／長門市中央公民館／13時30分～
●お酒に関する困り事相談／長門健康福祉センター／15時～16時／要予約（℡22-2811）　

19 火

ながと食の日　●心の健康相談／長門健康福祉センター／14時～16時／３日前までに要予約（℡22-2811）
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　

20 水

21
木

●カルシウムアップ食生活講座／長門市保健センター／9時30分～13時／有料・要申込（℡23-1133）
●人権・行政合同相談／市役所本庁市民相談室／10時～12時　●行政相談／日置支所／10時～12時　
●発達クリニック／長門健康福祉センター／14時～16時／要予約（℡22-2811）

22 金
●本庁舎建設工事構造見学会／長門市中央公民館／13時～16時30分／要申込

23
土

●本庁舎建設工事構造見学会／長門市中央公民館／10時～14時／要申込　●ハーブ講座「ハーブを愉しむフルー
ツポマンダーを作ろう」／香月泰男美術館／14時～15時30分／要申込（℡43-2500）●第５回長門鯨塾／市立図書
館／10時～11時45分／入場無料

24 日

●おやじバンドまつりVol.15／ルネッサながと／13時30分～　●芸能文化発表会／ラポールゆや／10時～
●古文書講座／三隅農業者トレーニングセンター／13時30分～15時30分／有料・要申込（℡43-2818）

25 月
ながと生涯学習の日

26 火

●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　●骨髄バンク登録受付・
Ｃ型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／前日までに要予約（℡22-2811）

27 水
●無料法律相談／市役所本庁市民相談室／10時～15時／要予約（℡23-1299）

28 木

固定資産税第４期納期限
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～15時／要予約（℡0838-24-2158）　

●イベント　●相談・健診

エネルギー…265kcal
たんぱく質…   22.1g
脂　　　質…     9.3g
塩分相当量…     2.0g

主食

副菜

主菜

牛乳・乳製品 果物

■食事バランスガイド

消費生活センターからのお知らせ

賃貸住宅退去時の
トラブルにご注意ください

 ・長門市消費生活センター　℡ 23-1115
 ・山口県消費生活センター　℡ 083-924-0999

作り方
①ボールに肉団子の材料を入れて、よくこねる
②白菜はそぎ切りにし、にんじんは薄切りに
　して花型で抜くか、いちょう切りにする
③ほうれん草はゆでて３cm長さに切る
④木綿豆腐は６等分に切る
⑤春雨は熱湯でもどして水気をきり、食べや
　すく切る
⑥土鍋にＡを入れて火にかけ、煮立ったら①
　をひと口大に丸めていれる。浮いてきたら、
　１～２分煮て取り出す
⑦アクをすくい取り、白菜・にんじんを加えて、
　柔らかくなるまで煮る
⑧Ｂで調味し、木綿豆腐・肉団子・ほうれん草・
　春雨を加え、煮立ったらできあがり

食推おすすめ料理

 ・肉団子 
　とりひき肉…120g
　長ねぎ（みじん切り）

…20g
　塩　…小さじ 1/5 弱
　酒　…小さじ 1 1/5
　片栗粉…小さじ 2/3
　だし汁（かつお）

…小さじ 2
　しょうが（すりおろし）

…１かけ

※発熱や腹痛など、比較的軽症な場合は、長門市応急診療
　所を受診してください
●診療科…内科・小児科
●診療日・時間…平日 19 時～ 22 時／日曜・祝日・年末年
　始9時～正午・13時～17時（受付は診療終了30分前まで）

休日当番病院　まずは長門市応急診療所へ
月 /日 曜 当　番　病　院 電話番号

2/3 日
長門市応急診療所 27-0199

岡田病院 23-0033

2/10 日
長門市応急診療所 27-0199

斎木病院 26-1211

2/11 月
長門市応急診療所 27-0199

長門総合病院 22-2220

2/17 日
長門市応急診療所 27-0199

岡田病院 23-0033

2/24 日
長門市応急診療所 27-0199

斎木病院 26-1211

3/3 日
長門市応急診療所 27-0199

長門総合病院 22-2220

材料（２人分）

栄養価（１人分）

問い合わせ －困ったときは、まず相談－

①ボールに肉団子の材料を入れて、よくこねる
②白菜はそぎ切りにし、にんじんは薄切りに
　して花型で抜くか、いちょう切りにする
③ほうれん草はゆでて３cm長さに切る

⑤春雨は熱湯でもどして水気をきり、食べや

⑥土鍋にＡを入れて火にかけ、煮立ったら①
　をひと口大に丸めていれる。浮いてきたら、

 ・白菜 　　　… 150g
 ・にんじん　 …20g
 ・ほうれん草 …20g
 ・木綿豆腐　 …200g
 ・春雨　　　 …30g
　洋風固形スープの素

… 1/2 個
　水　　　 …3カップ
　塩　　 …小さじ 1/3
　酒　　 　…小さじ 2
　しょうゆ …小さじ 1 ワンポイントアドバイス

肉団子にだし汁
を入れることで
ふんわりとした
仕上がりになり
ます。豚ひき肉
の肉団子もおす
すめです

ほっちゃテレビ放送予定
2/8（金）・10（日）

毎月19日は「ながと食の日」

相談事例
　アパート退去の際、リフォーム代を請求され、
敷金が返ってこない。

　賃借人が賃貸住宅を退去する際に、ハウスク
リーニングやクロス張替えなどの原状回復費用
として敷金が返金されない、敷金を上回る金額を
請求されたという相談が寄せられています。
　国土交通省が民間賃貸住宅の退去時における
原状回復について一般的なルールを示した「原状
回復をめぐるトラブルとガイドライン」によれ
ば、「原状回復とは、賃借人の故意、過失、一般
的に要求される程度の注意義務違反、その他通常
の使用を超えるような使用による損耗や毀損を
復旧すること」とし、賃借人が借りた当時の状態
に戻すことではありません。
　入学や転勤などで、アパートなどの賃貸借契約
を結ぶことが多くなる季節です。後でトラブルに
ならないためにも、契約する前に、退去時の原状
回復などについて、契約書の内容をしっかりと確
認しておくことが大切です。退去時はもちろん、
入居時にも賃貸人・賃借人双方が立ち会い、物件
の状況をチェックリストや写真で、確認・保存し
ておきましょう。

アドバイス

長門市食生活改善推進協議会

野菜たっぷり肉団子鍋  - 肉団子と野菜のうま味がしっかり詰まったお鍋です -

水道の修繕・トラブル

※長門市給水装置工事指定業者以外で修繕すると、水道料金
　の減免を受けられませんので、注意してください

地　区 道路部分 宅地部分

全地区

長門市
上下水道局
℡ 23-1171（平日）
℡ 22-2111（休日・夜間）

長門市給水装置工事指
定業者に依頼してくだ
さい。なお、指定業者
は市ホームページに掲
載しています

Ａ

Ｂ
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長門市のDATA
〔平成31年1月１日〕

人　口 34,305 人 ( -52)
　　男 15,951 人 ( -17)
　　女 18,354 人 ( -35)
世帯数 16,045 世帯 ( -30)

( ) 内は先月比

〔12月分〕 出生 13 人 死亡 49 人
 転入 　29人 転出  45 人
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表
紙
の
説
明

　

１
月
５
日
（土）
、
仙
崎
お
よ
び
長
門
地

方
卸
売
市
場
で
初
競
り
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
仙
崎
地
方
卸
売
市
場
で
は
、
重

さ
約
５
キ
ロ
の
マ
ダ
イ
が
３
万
円
で
競

り
落
と
さ
れ
、
そ
の
後
も
水
揚
げ
さ
れ

た
新
鮮
な
魚
や
貝
な
ど
が
次
々
と
競
り

落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
門
地
方
卸
売
市
場
で
は
、

大
根
や
白
菜
、
カ
ブ
な
ど
の
新
鮮
な
野

菜
類
や
果
物
、
生
花
が
市
場
に
並
び
、

競
り
人
の
威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
響
く

中
、
買
い
手
が
次
々
と
競
り
落
と
し
て

い
ま
し
た
。

威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
市
場
に
響
く

地
方
卸
売
市
場
で
初
競
り▲長門地方卸売市場では新鮮な野菜類が競り落とされた

　

平
成
最
後
の
年
と
な
り
、
５
月
に

は
元
号
が
改
元
さ
れ
、
新
し
い
時
代

が
始
ま
り
ま
す
。
▼
自
分
自
身
の
平

成
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
高

校
１
年
生
の
時
に
平
成
時
代
と
な
り

（
年
齢
が
ば
れ
ま
す
）、
高
校
、
大
学
、

社
会
人
と
大
人
の
階
段
を
昇
っ
た
平

成
前
半
。
職
員
と
し
て
も
若
手
か
ら

中
堅
へ
と
変
わ
り
、
家
庭
を
持
っ
た

平
成
後
半
と
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
平
成

時
代
の
変
遷
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
一
度
振
り
返
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
▼
新
し
い
時

代
は
ど
ん
な
人
生
が
待
っ
て
い
る
の

か
？
新
し
い
元
号
は
？
社
会
は
ど
う

変
わ
る
の
か
？
時
代
の
変
わ
り
目
に

立
ち
会
え
る
こ
と
を
喜
び
つ
つ
、
ワ

ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
一
年
を
楽
し
み

た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。


